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黒豚バルク丼

市の木「びろう」

主な事業
■港湾�
　・	新若浜地区国際コンテナターミナルの第二期工事
着工に向けた、県との整備要望

　・	大隅地域レンタカー無料プラン事業や団体・修学
旅行等に対する利用促進助成事業、旅行エージェン
トやイベントとのタイアップによる「さんふらわあ」
志布志航路利用促進

■道路
　・東九州自動車道・都城志布志道路の整備促進
　・県道整備（塗木大隅線泰野地区等の早期完成の推進）
　・国道 220 号の歩道等の整備促進
■情報
　・	転入者等の行政告知放送端末設置に対する、市単
独事業による支援

施政
方針

　

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
平
成
20

年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景

気
の
悪
化
か
ら
、
徐
々
に
景
気
回
復

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
や
欧
州
の
金
融
不
安
、
高
水
準

の
円
高
な
ど
に
よ
り
、
極
め
て
不
透

明
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
日
本
再
生
に

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
平
成
24
年
度
予
算
を
編
成

し
、
既
存
予
算
の
不
断
の
見
直
し
を

行
う
一
方
で
、
地
方
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
の

総
額
は
、
実
質
的
に
前
年
度
を
下
回

ら
な
い
よ
う
確
保
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
地
方
財
政
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
に
お
き
ま
し

て
も
、
４
年
連
続
の
プ
ラ
ス
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
国
・
県
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、「
志
布
志
市
行

政
改
革
大
綱
」、「
第
２
次
志
布
志
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
行
政

改
革
に
全
職
員
が
積
極
的
か
つ
主
体

的
に
取
り
組
み
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
「
志
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
と
一
体
と
な
り
推
進
す

る
中
で
、「
安
心
・
安
全
・
健
康
・

う
ま
い
・
本
物
・
環
境
・
循
環
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
様
々
な
日
本
一
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、「
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
」
へ
の
選
定
、
フ
ィ
ジ
ー
国

で
行
わ
れ
て
い
る
本
市
の
資
源
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
「
志
布

志
モ
デ
ル
」、
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
推
進
事
業
の
完
了
、
Ｓ
―
１
グ

ラ
ン
プ
リ
優
勝
な
ど
、
市
民
の
皆
様

や
関
係
機
関
の
取
り
組
み
の
成
果
が

表
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
一
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
よ
る「
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
」

を
確
立
さ
せ
る
施
策
を
、
行
政
と
市

民
が
一
体
と
な
り
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
志
布
志
市
の
知
名
度
と

評
価
が
高
ま
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
が
図
ら
れ
、
市
民
の
所
得
向
上
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。そ
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の
ま
ち
が

好
き
」、「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実

感
し
、
住
ん
で
い
る
ま
ち
に
誇
り
の

持
て
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
や
す
ら

ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪
が
協
奏
す
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　志布志港は、昨年 5月に「国際バルク戦略港湾」に
選定されました。今後の事業化に向けて「志布志港国
際バルク戦略港湾整備促進協議会」を設立し、整備促
進のための要望活動などを行って参ります。また、昨
年に引き続き、コンテナターミナルやフェリー「さん
ふらわあ」の利用促進に努めてまいります。
　また、道路関連についても、東九州自動車道や国道・
県道の整備について、地域の要望を踏まえながら整備
促進について取り組みます。
　情報化推進について、昨年整備しました光ファイバー

通信網「しぶし志ネット」
による行政告知放送など
のサービスを開始しまし
た。今後も更なる利活用
を目指し、様々な分野で
市民サービスの向上に努
めてまいります。

　「郷と郷」「人と人」「物と物」
のつながりがあるまち　

主な事業
■住環境整備
　・	公営住宅のストック活用計画、公営住宅長寿命化
計画に基づく維持改善整備、

　・鹿屋市・都城市との定住自律圏構想の充実化
　・森山地区・田之浦地区の水源地整備
■環境
　・使用済紙オムツの再資源化検討
　・生ごみの飼料化等の高度利用
　・補助金等による太陽光発電システム設置事業の推進
■防災
　・志布志消防署の機能活用充実
　・	耐震性貯水槽の設置、小型動力ポンプ積載車と小
型動力ポンプの整備

　・	地域の防災マップの作成や自主防災組織の育成強
化（有明地区）

　・	コミュニティＦＭ、防災無線、行政放送告知端末
を利用した災害時の防災情報伝達手段の充実

　本市における公営住宅の多くは、老朽化した狭小住
宅であり、的確な整備を図っていく必要があります。
このため、財政の許す範囲において、建替えや改善整
備に努めてまいります。
　ごみの資源化については、本市は全国の市町村の模
範となる高い資源化率を保っており、今後も継続して
取り組んでまいります。
　安全で安心なまちづくりについては、志布志消防署
が完成を迎えるのをはじめ、昨年発生した東日本大震
災を踏まえ、津波対策検討委員会を設置しています。

今後も市民、行政および
関係団体等の一体となっ
た、犯罪、交通事故、災
害の防止に向けた取り組
みにより、住み良いまち
づくりを進めてまいりま
す。

自然や風土と共生する安心で豊かなまち

主な事業
■農業・畜産業・水産業・林業振興
　・全国和牛能力共進会出品への取り組み
　・新規就農者支援事業等による支援
　・畑地かんがい事業の推進
　・サカキ・シキミ等のブランド化への取り組み
■商工業振興
　・商工業経済活力支援事業
　・緊急商工業資金利子補給金交付事業
　・オラレ志布志ＰＲ活動
■観光・特産品振興
　・	「お釈迦まつり」、「志布志みなとまつり」、「やっち
く松山藩秋の陣まつり」、「ふるさとまつりＩＮ有明」
の開催

　・観光特産品協会の組織強化
　・特産品販売促進事業の充実と、特産品開発
　・観光客誘致推進員の配置による観光誘致

　地域経済の活性化と雇用創出のための企業立地につ
いて、市の最重要課題と位置づけ、特に市の特徴であ
る第 1次産業を活かした農畜産加工業の工場や、新エ
ネルギー産業を担う関連企業の増設などを積極的に推
進し、志布志港の活用にも繋げたいと考えています。
　生産流通の振興については、ＴＰＰ参加への反対の
立場を表明し、循環型農業や将来の担い手育成、ブラ
ンド化の推進を図りながら、消費地に信頼される力量
ある産地作りに努めてまいります。
　また、「背白ちりめん三昧丼」や「黒豚バルク丼」に

続く地域資源を活かした
メニューの開発や、ＰＲ
活動等で観光振興と経済
活性化を図り、おもてな
し日本一のまちづくりを
目指してまいります。

　大地の力と海の恵みを活かした
創造性あふれる持続可能なまち　

「住んで良かった」
と実感できる地域づくりを推進

昨年 7月に開局した
志布志市情報センター

志布志市長
本田　修一
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ふれあい移動市長室の様子 「フロム志布志元気アップ体操」
を練習する皆さん

施政方針

主な事業
■高齢者福祉
　・ふれあい・いきいきサロン事業の充実
■少子化対策・子育て支援
　・子育て支援センターにおける相談体制の充実
　・	子ども医療費助成事業、出産祝金支給事業、
　　不妊治療助成の継続
■障害者福祉
　・そお地区障がい者相談支援センターの体制充実
　・障害者虐待防止対策協議会の設立
■保健・医療
　・ドクターヘリの円滑な運航への協力
　・｢フロム志布志元気アップ体操｣ 普及
　・健康増進イベント開催
　・	自殺予防に向けた、ゲートキーパー養成講演会や
相談会の開催

　・	小児用肺炎球菌予防接種、ヒブワクチン予防接種、
子宮頸がんワクチン接種費用の助成

　国の方針として、社会保障と税の一体改革が掲げら
れており、保健・医療・福祉を取り巻く環境は確実に
変化することが予想されます。
　市では特定健康診査・特定保健指導に対する国が設
定した目標受診率をクリアし、日常の継続的な運動に
よる健康づくりを推進しながら、「健康づくり日本一の
まち」を目指してまいります。
　また、核家族化や高齢化が進む傾向にある中、高齢
者が生涯現役で充実した毎日を重ね、障がい者の日常
生活や就労への障壁を取り除き、安心して子育てがで

きる保健・医療・福祉が
一体となった環境づくり
に地域ぐるみで取り組み
ながら、「高齢者が元気
なまち」と「子育て日本
一のまち」を目指してま
いります。

「心」かよい合い若さあふれる元気なまち

主な事業
■学校教育�
　・早起き・早寝・朝ごはん運動
　・むし歯治療率 80 パーセントの達成
　・徒歩・自転車による自力登下校徹底の推進
　・「学校再編基本計画及び第 1次実施計画」の推進
　・校舎及び体育館の計画的な耐震補強・改修工事の実施
■生涯学習・生涯スポーツ
　・「生涯学習フェスティバル」開催
　・「志エッセイコンテスト」開催
　・「花いっぱい運動」実施　・創年市民大学開校
　・	ホームステイ、地域行事等の異世代間交流による
青少年健全育成

　・ポートマラソン大会等、スポーツイベント開催
　・図書館のシステム更新、読み聞かせ会等の実施
■文化振興
　・自主文化事業の充実
　・志布志市埋蔵文化財センター整備事業の推進

　教育行政につきましては、郷土の持つすばらしい伝統
や人情味あふれる教育的風土を生かし、心の豊かさと学
ぶ意欲にあふれる市民づくりを目指してまいります。
　学校教育では、学力・体力向上に努めながら、郷土
に根ざした活動を取り入れ、豊かな心の育成のために、
「心いきいきあいさつ運動」を学校、家庭、地域で実践し、
読書の習慣化に向けた家読（うちどく）運動に取り組
みます。また、生徒指導コーディネーター養成やスクー
ルソーシャルワーカーの活用により、不登校や問題行
動等の早期発見・早期対応に努めてまいります。

　また、生涯学習、自主
文化事業の充実をはじ
め、スポーツイベントの
開催や文化財資源の整
備、活用など、活力ある
教育・文化の振興を図っ
てまいります。

　伝統・文化を守り育み、
次代へつなげる人づくりのまち　

主な事業
■地域連携
　・	ＮＰＯ等連絡協議会や、共生協働推進委員会の活
動内容の充実

　・ふるさとづくり委員会事業の推進
■男女共同参画
　・	「志布志市男女（ひと）がともに輝くまちづくり
プラン」見直し

■広報・公聴・式典
　・「ふれあい移動市長室」の開催
　・	市報しぶし、ホームページ、行政告知放送端末を
活用した広報活動

　・	市独自のテレビ番組作成等による、有線テレビジョ
ン放送を活用した情報発信

　21 世紀の地域行政の新しい仕組みである「共生・協働・
自立の社会づくり」を実現するためには、市民自らが
地域のことを考えて計画・実践し、そのことを推進す
ることにより市民が輝き地域が輝いていくことにつな
がります。
　そのために、市民・行政・民間団体・やＮＰＯなど
が創意工夫に努め、連携し支え合うまちづくりを推進
し、効果的な広報活動と公聴活動に取り組んでまいり
ます。
　また、本年度で終了する「志布志市男女（ひと）が

ともに輝くまちづくりプ
ラン」を見直し、ドメス
ティックバイオレンスや
セクシュアル・ハラスメ
ントのない社会づくりを
推進してまいります。

市民が輝く共生・協働のまち

主な事業
■行財政
　・行政評価制度による事務事業の改革改善
　・	「第２次定員適正化計画」に基づいた組織機構改革

　平成 20 年度から始まったふるさと納税制度は、全国
の郷土会の皆さんにも周知が図られ、昨年度は 500 万
円を超える寄付金をいただきました。今後も、財源確
保と魅力あるまちづくりのために、寄附者に対するき
め細やかな情報提供と、新たな寄附者の発掘に努めて
まいります。
　行財政改革につきましては、行財政基盤の強化を図
るとともに、これまで提供してきたサービスを改めて
検証し、必要に応じて的確かつ迅速な見直しに取り組
む必要があります。事務事業の改革改善に努めながら、
限られた財源や人材を活用して業務を効率化し、多様
化する住民ニーズに応えてまいります。

市民とともに歩む「ムダ」のない経営

市民の皆様のご理解とご支援をお願い申し上げます。
（３月議会の施政方針より抜粋）

改修された有明分館

「住んで良かった」
と実感できる地域づくりを推進



　平成 24 年度当初予算が、志布志市議会３月定例会で議決さ
れました。
　一般会計歳入歳出総額は、それぞれ 180 億 2,300 万円で、前
年度当初予算と比較して、1.5％の減となりました。
　ここでは、新年度予算の特徴等について説明します。

は
じ
め
に

平成24年度一般会計当初予算は

やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち

１８０億２, ３００万円
（対前年度比 1.5％減）

市　税
30億 9,079 万円

個　人
8億7,500万円
28.3%

法　人
2億3,250万円
7.5%

市民税
35.8%

固定資産税
15億6,600万円
50.7%

固定資産税
52.0%

市たばこ税
2億8,500万円
9.2%

軽自動車税
9,350万円
3.0%

国有資産等所在市町村
交付金
3,879万円
1.3%

歳　入
180 億
2,300 万円

市　税
30億9,079万円
17.2%

その他
16億9,916万円

9.4%

自主財源
26.6%

地方交付税
74億5,300万円
41.4%

依存財源
73.4%

国庫支出金
21億7,647万円
12.1%

市債
15億7,710万円

8.8%

県支出金
14億4,668万円

8.0%

その他
5億7,980万円
3.1%
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国
に
お
い
て
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
我
が
国
経
済
社
会
を
再
生
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
希
望
を
も
っ
て
前
に
進
め
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、「
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
及
び
新
成
長
戦
略
」「
教

育
・
雇
用
等
の
人
材
育
成
」「
地
域
活
性
化
」「
安
心
・

安
全
社
会
の
実
現
」
の
４
分
野
に
予
算
を
重
点
的
に
配

分
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
県
に
お
い
て
も
「
力
み

な
ぎ
る
・
か
ご
し
ま
」「
日
本
一
の
く
ら
し
先
進
県
」

の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
を
展
開
す
る
予
算
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
の
自
主
財
源
の
根
幹
を
成
す
市
税
は
、
制
度
改

正
に
伴
い
市
民
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
る
減
収
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
対
前
年
比
0
・
4
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
国
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

中
、
地
方
交
付
税
制
度
の
動
向
が
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
、今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
や
国
、
県
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
も
限

ら
れ
た
財
源
を
、
特
に
観
光
振
興
対
策
、
産
業
活
性
化
・

雇
用
対
策
、
防
災
対
策
、
健
康
・
子
育
て
支
援
対
策
に

対
し
て
重
点
的
に
配
分
す
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
将
来
像
で
あ
る
、『
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い

の
輪
が
協
奏
す
る
ま
ち
』
の
実
現
に
向
け
て
、『
志
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
』
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し

て
、「
共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り
」
を
更
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
平
成
24
年
度
当
初
予
算
主
要
事
業

○
観
光
振
興
対
策

　

・
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

・
ま
ち
あ
る
き
観
光
拠
点
の
整
備

　

・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

○
産
業
活
性
化
・
雇
用
対
策

　

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助
成

　

・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

○
防
災
対
策

　

・
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

・
津
波
災
害
対
策

　

・
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
修
繕

　

・
小
学
校
の
耐
震
補
強

○
健
康
・
子
育
て
支
援
対
策

　

・
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
（
中
学
生
ま
で
）

　

・	

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

	　
　
（
全
市
民
を
対
象
）

　

・	

自
治
会
へ
の
健
康
診
査
受
診
率
向
上
対
策
報
償
金

交
付

歳
　
入

自
主
財
源	

26
・
6
㌫

依
存
財
源	

73
・
4
㌫

市
税
は
全
体
の	

17
・
2
㌫

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、市
に
入
っ
て
く
る「
歳
入
」で
す
。

�

歳
入
の
大
部
分
は
国
及
び
県
に
頼
る
依
存
財
源
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
市
が
一
定
水
準

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地

方
交
付
税
」
が
全
体
の
41
・
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
、
市
が
自
ら
の
権
限
で
収
入
し

う
る
自
主
財
源
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
「
市
税
」
が
全

体
の
17
・
2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
よ
り

0
・
4
％
減
の
30
億
９
０
７
９
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
「
国
庫
支
出
金
」
が
全
体
の
12
・
1
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
、
大
き
な
事
業
を
す
る
際
の
財
源

不
足
を
長
期
の
借
り
入
れ
で
補
う
「
市
債
」（
借
金
）

で
、
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、
事
業
の
緊
急
度
及
び

効
果
等
を
十
分
に
考
慮
し
有
利
な
も
の
を
選
ん
で
い

ま
す
。
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■
性
質
別

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
法

令
等
に
よ
り
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任

意
に
削
減
及
び
圧
縮
等
で
き
な
い
経
費

で
あ
る
「
義
務
的
経
費
」
が
全
体
の
54
・

5
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
将
来
に

向
け
た
資
産
形
成
を
行
う
た
め
の
経
費

で
、
学
校
及
び
道
路
等
将
来
に
残
さ
れ
る

も
の
に
支
出
さ
れ
る
「
投
資
的
経
費
」
が

全
体
の
13
・
1
％
で
あ
り
、「
そ
の
他
の

経
費
」
は
32
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
目
的
別

　

次
に
、
歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
ま
す

と
、「
民
生
費
」
が
全
体
の
34
・
1
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支
援

や
高
齢
者
及
び
障
害
者
等
福
祉
全
般
に
関

す
る
経
費
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
「
公

債
費
」
で
全
体
の
14
・
3
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
債
の
元
金
・
利
子
返

済
に
要
す
る
経
費
で
す
。
次
に「
総
務
費
」

で
全
体
の
11
・
2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
職
員
管
理
、
庁
舎
・
財
産
管
理
、

選
挙
、
戸
籍
及
び
市
税
の
賦
課
・
徴
収
等

行
政
運
営
全
般
に
要
す
る
経
費
で
す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
、
特
定

の
歳
出
に
充
て
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す

る
た
め
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
経
理

す
る
も
の
で
、
市
に
は
６
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

特別会計予算
会 計 区 分 予 算 額 対 前 年 度 比

国 民 健 康 保 険 47 億 2,887 万円 ５．３%
後 期 高 齢 者 医 療 3 億 3,280 万円 ２．４%
介 護 保 険 37 億 7,469 万円 １２．３%
下 水 道 管 理 3 億 1,465 万円 △１．６%
公 共 下 水 道 事 業 284 万円 ２．０%
国 民 宿 舎 1 億 903 万円 △４．１%
　合　　　計　 92 億 6,288 万円 ７．５%

歳	

出

やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち
市民１人当たり市税負担額9万1,211円、支出額は53万1,872円

歳　出
（性質別）
180 億　　　
2,300 万円

歳　出
（目的別）
180 億　　　
2,300 万円

人件費
34億292万円
18.9%

公債費
25億7,727万円
14.3%

扶助費
38億4,253万円
21.3%

義務的
経　費
54.5%

投資的
経　費
13.1％

その他
の経費
32.4%

普通建設費
23億4,452万円
13.0%

災害復旧費
1,835万円
0.1%

物件費
21億7,707万円
12.1%

補助費等
22億761万円
12.2%

維持補修費
8,209万円
0.5%

その他
1億56万円
0.6%

繰出金
12億7,008万円

7.0%

民生費
61億4,933万円
34.1％

総務費
20億1,627万円
11.2％

衛生費
12億5,688万円

7.0％

農林水産業費
16億389万円
8.9％商工費

4億4,816万円
2.5％

土木費
16億2,346万円

9.0％

消防費
5億7,450万円
3.2％

教育費
15億567万円
8.3％

公債費
25億7,727万円
14.3％

議会費　2億2,989万円　1.3％
その他　       3,768万円　0.2％

市民１人当たりへの支出額（目的別）531,872 円
（主なものは、次のとおりです。）

民生費
　181,471 円

　子どもや高齢
者、障害者などへ
の福祉関係全般の
事業に要する経費
です。

農林水産業費
　47,332 円

　農業、畜産業、
林業及び水産業等
の振興のための事
業に要する経費で
す。

公債費
　	76,057 円

　市の借入金の返
済に要する経費で
す。

総務費
　	59,502 円

　職員管理、庁舎・
財産管理、選挙、
戸籍及び市税の賦
課・徴収等行政運
営全般に要する経
費です。

教育費
　	44,433 円

　学校、体育施設
の整備や、教育、
生涯学習、文化及
びスポーツ等の振
興のために要する
経費です。

土木費
　		47,909 円

　道路、橋、河川
及び公園等住環境
を整備するために
要する経費です。

衛生費
　37,091 円

　保健衛生や環境
等健康で衛生的な
生活環境を送るた
めに要する経費で
す。

消防費
　16,954 円

　火災や風水害等
の災害から市民の
生命と財産を守る
ために要する経費
です。

市民１人当たりの
市税負担額　総額　91,211 円
固定資産税

　	47,358 円

　土地、家屋及び
償却資産の所有に
係る税金です。

市民税
	　32,683 円

　個人の前年の所
得に係る税金及び
法人の所得に係る
法人税を基礎とし
て係る税金です。

軽自動車税
　				2,759 円

　原動機付自転
車、軽自動車、小
型特殊自動車及び
２輪の小型自動車
に係る税金です。

市たばこ税
　		8,411 円

　たばこ製造者、
特定販売業者、卸
販売業者が市内の
小売販売業者に売
り渡したたばこに
係る税金です。

　平成 24 年度一般会計当初予算を平成 24 年２月１日現在の市の住民基本台帳人口
（33,886 人）で、市民１人当たりに換算してみます。
　歳入のうち「市税」を市民１人当たりに換算すると、91,211 円の負担となります。
　また、歳出について市民１人当たりに換算すると、531,872 円の支出となります。
　市民１人当たりの税負担額と支出額とでは、440,661 円の差があります。この差額の
大部分が「地方交付税」や国及び県からの支出金等で賄われることになります。

公
営
企
業
会
計

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、
民
間
企
業
と
同

じ
よ
う
に
事
業
の
収
益
で
賄
わ
れ
る
会
計

で
、
当
該
事
業
に
係
る
経
費
を
使
用
料
等

の
収
入
で
賄
い
、独
立
採
算
を
基
本
と
し
、

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
又
は
一
部
の
適

用
を
受
け
て
設
置
す
る
会
計
で
す
。

　

市
で
は
、
水
道
事
業
に
企
業
会
計
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

公営企業会計　	 （水道事業）

区　　分 予 算 額 対前年度比

収 益 的
収入 ５億７，２８１万円 １．５％

支出 ５億４，７１６万円 ２．４％

資 本 的
収入 １億６，９７０万円 ５２．２％

支出 ６億３，２６７万円 ４８．４％
　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は企業内に留保されている
財源から補てんをし、実施するものです。
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やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち
平成24年度一般会計当初予算は１８０億２，３００万円　（対前年度比１．５％減）

　国をはじめ地方自治体の財政状況が厳しいといわれる中、志布志市の財政はどんな状況で
しょうか？
　平成 24 年度一般会計予算の収入と支出の状況について、一世帯あたりの平均所得である
月額 46万円（平成 21年国民生活基礎調査より）の家計に置き換えてみました。

収　　　　入
平成 24 年度一般会計予算額

180 億 2,300 万円
家計に置き換えた場合

（月額）46 万円
市税
地方交付税　
地方譲与税ほか

30億9,079万円
74億5,300万円
5億8,279万円

月収
【給与、各種手当】

28 万 4千円
（61.7%）

国庫支出金
県支出金

21億7,647万円
14億4,668万円 親からの仕送り

9万 3千円
（20.2%）

市債 15億7,710万円 ローンの借入れ 4万円
（8.7%）

使用料・手数料
分担金・負担金
財産収入
諸収入

1億4,721万円
2億4,698万円
1億2,169万円
3億9,884万円

パート等の副収入
【資産活用、雑収入など】

2万 3千円
（5.0%）

繰入金 5億8,145万円 預金引き出し 1万 5千円
（3.3%）

繰越金 2億円 先月の残金 5千円
（1.1%）

※	財源不足額
　繰入金（預貯金の取崩し）で穴埋めをしており、これにより基金（預貯金）の残高は減っています。

資　産　の　状　況
平成 24 年度末見込み額 市民 1人当たり

市債残高 239 億 3,096 万円 ローン残高 70 万 6千円
基金残高 40 億 617 万円 預貯金残高 11 万 8千円

支　　　　　出
平成 24 年度一般会計予算額

180 億 2,300 万円
家計に置き換えた場合

（月額）46 万円
人件費
物件費
補助費等

34億292万円
21億7,707万円
22億761万円

生活費
【食費、光熱費、町内会費、
習い事の月謝】

19 万 9千円
（43.3%）

公債費 25億7,727万円 住宅ローンの　　　　　返済等
6万 6千円
（14.3%）

扶助費 38億4,253万円 家族の医療費、　　　　保険料等
9万 8千円
（21.3%）

繰出金 12億7,008万円 子どもへの仕送り 3万 2千円
（7.0%）

普通建設費・災害復
旧費
維持補修費

23億6,287万円

　8,209万円

家の増改築、
　　　　補修など

6万 2千円
（13.5%）

基金積立金等 1億56万円 その他雑費 3千円
（0.6%）

財源不足

収入 支出

月収
（給与・各種手当）
61.7％

親からの仕送り
20.2％

ローンの借入れ8.7％

生活費
（食費、光熱費等）
43.3％

住宅ローンの返済等
14.3％

家族の医療費等
21.3％

家の増改築、補修
13.5％

そ
の
他
雑
費（
0.6
％
）

子
ど
も
へ
の
仕
送
り（
7.0
％
）

パ
ー
ト
等
の
副
収
入（
5.0
％
）

市の財政を個人に例えたグラフ

先
月
の
残
金（
1.1
％
）

預貯金の引出し3.3％

　

収
入
は
、
月
収
と
パ
ー
ト
等
の
副
収
入
を
合
わ
せ
て
30
万
7
千
円
で
す
が
、
食
費

や
光
熱
費
、
家
族
の
医
療
費
、
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
、
町
内
会
費
な
ど
の
費
用
が

32
万
９
千
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
ロ
ー
ン
の
返
済
や
古
く
な
っ
た
家
の
改
築
費
な
ど
の
費
用
の
た
め
、
支

出
額
の
合
計
は
46
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
親
か
ら
の
仕
送
り
に
頼
っ
た
り
、
銀
行
か
ら
の
借
金
や
預
金
の
引
き
出

し
に
よ
っ
て
、
や
り
繰
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
末
の
市
民
１
人
あ
た
り
の
借
金
（
市
債
）
は
70
万
６
千
円
、
預

貯
金
残
高
（
基
金
）
は
、
11
万
８
千
円
の
見
込
み
で
す
。
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松山地区更生保護女性会設立

　松山地区更生保護女性会が４月１
日から新たに発足することとなり、
３月 15 日、泰野地区公民館で設立
総会が開催されました。
　更生保護女性会は、更生保護施設
へのサポート活動や子育て支援活動
などの幅広い活動を行いながら、保
護司とともに犯罪の防止や罪を犯し
た人の立ち直りを支援するボラン
ティア団体です。森下和子会長を中
心に、今後は 15 人の会員が活動し
ていきます。

更生保護女性会の皆さん

N
e
w

s
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合
作
の
イ
ラ
ス
ト
が
表
紙
に

　

2
月
5
日
に
水
俣
市
で
開
催
さ
れ
た
第

5
回
も
や
い
音
楽
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表

紙
を
、
し
ぶ
し
夢
し
ず
く
工
房
利
用
者
の

又
木
千
春
さ
ん
と
福
永
麻
奈
美
さ
ん
の
合

作
に
よ
る
作
品
が
飾
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
や
水
俣
病
等
の
被
害
を
受
け
た

人
た
ち
の
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
や
思
い
を

綴
っ
た
詩
に
曲
を
添
え
て
披
露
さ
れ
る
同

音
楽
祭
で
は
、
詩
や
楽
曲
の
ほ
か
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
飾
る
イ
ラ
ス
ト
を
募

集
。
又
木
さ
ん
と
福
永
さ
ん
は
、
お
互
い

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
ち
ぎ
り
絵
で

デ
ザ
イ
ン
。仕
事
の
合
間
を
縫
い
な
が
ら
、

2
週
間
ほ
ど
か
け
て
制
作
し
ま
し
た
。　

　

普
段
か
ら
仲
良
し
の
2
人
は
、
完
成
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
、「
賞
を
も
ら

う
機
会
が
な
か
な
か
な
い
の
で
、
う
れ
し

い
。
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

音符をあしらったデザインです

永
年
の
保
護
司
活
動
に
法
務
大
臣
表
彰

　

保
護
司
と
し
て
永
年
活
躍
さ
れ
て
い
る

出
口
順よ

り
あ
き章

さ
ん
が
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受

け
ら
れ
、
２
月
16
日
、
市
役
所
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
口
さ
ん
は
、
刑
務
所
や
少
年
院
か
ら

仮
釈
放
・
仮
退
院
し
保
護
観
察
を
言
い
渡

さ
れ
た
人
が
、
健
全
な
社
会
生
活
を
送
る

た
め
の
指
導
・
援
助
を
す
る
保
護
司
と
し

て
、
平
成
３
年
10
月
に
任
命
さ
れ
、
20
年

の
間
、
熱
意
と
信
念
を
も
っ
て
、
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
に
あ
た
り
、
出
口
さ
ん
は
「
今
後

も
観
察
処
分
と
な
っ
て
い
る
方
々
の
手
助

け
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
更
生
保
護
の
た
め

の
活
動
を
続
け
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

出口順章さん

千
代
鳳
関
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

23
年
ぶ
り
の
市
内
出
身
幕
内
力
士
と
な

っ
た
千
代
鳳
関
が
、
十
両
に
昇
進
し
て
か

ら
初
め
て
の
土
俵
と
な
る
春
場
所
を
迎
え

ま
し
た
。

　

千
代
鳳
関
は
、
緊
張
も
あ
っ
た
の
か
初

日
、
二
日
目
と
連
敗
を
喫
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
調
子
を
取
り
戻
し
、
十
両
と
し

て
の
初
土
俵
を
9
勝
6
敗
と
い
う
成
績
で

勝
ち
越
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
十
両
昇
進
を
記
念
し
て
、
市
内

で
は
後
援
会
が
設
立
。「
志
」
の
字
を
あ

し
ら
っ
た
化
粧
回
し
を
贈
り
、
今
場
所
か

ら
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
で
は
、
今
後
も
千
代
鳳
関
を
応

援
す
る
た
め
に
、
各
地
で
募
金
を
行
っ
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

市
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４月21には祝賀会を開催します（詳細は36ページ参照）

 

潮
風
を
受
け
て
健
脚
を
競
う

　

３
月
4
日
、
第
7
回
し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
時
折
雨
が
降
る
中
、
遠
く
は
茨

城
県
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
9
１
１
人

の
参
加
者
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㌔
、

５
㌔
、
３
㌔
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

岩
田
大だ

い
や哉
さ
ん
に
よ
る
選
手
宣
誓
で
幕

を
開
け
た
同
大
会
は
、
車
い
す
や
目
の
不

自
由
な
選
手
を
は
じ
め
、
幅
広
い
年
齢
の
方

が
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
志
布
志
の
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
に
は
東
洋
建
設
株
式
会
社

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
清
掃
を
行
っ

た
の
を
は
じ
め
、
志
布
志
警
察
署
、
南

部
消
防
署
、
交
通
安
全
協
会
、
地
域
女

性
連
絡
協
議
会
、

体
育
協
会
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
、
多
く
の
方

が
大
会
の
運
営

に
携
わ
り
、
選
手

の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

日頃の練習の成果を発揮した出場選手の皆さん

部　門 氏　名　 所　属　 タイム
3Km	小学生男子 松嵜　龍征 霧 島 市 10′42
3Km 小学生女子 永 田　 蘭 有明小学校 11′08
3Km 中学生男子 下 園　 航 肝 付 町 9′41
3Km 中学生女子 荒武　志織 曽 於 市 10′12
3Km29歳以下男子 谷口　諒弥 尚志館高等学校 9′56
3Km29歳以下女子 木迫　未來 尚志館高等学校 11′12
3Km30 歳代男子 稲葉　裕也 千 葉 県 10′27
3Km30 歳代女子 居村　愛子 志 布 志 市 15′10
3Km40 歳代男子 本村　良人 大 崎 町 11′28
3Km40 歳代女子 辻田　由美 霧 島 市 13′50
3Km50 歳代男子 肝 付　 明 鹿 屋 市 12′34
3Km50 歳代女子 後藤千鶴子 宮 崎 県 13′50
3Km60 歳代男子 加藤　義明 千 葉 県 12′00
3Km60 歳代女子 後村マユミ 霧 島 市 18′53
3Km70 歳代男子 赤 池　 勇 霧 島 市 19′23
3Km70 歳代女子 篠田　信子 姶 良 市 17′56
5Km 中学生男子 森　 静 哉 鹿 屋 市 16′20
5Km 中学生女子 有里　咲紀 鹿 屋 市 18′14
5Km29歳以下男子 川添　敦樹 尚志館高等学校 17′06
5Km29歳以下女子 山 元　 瞳 志 布 志 市 24′25
5Km30 歳代男子 徳元　真悟 鹿 屋 市 20′43
5Km30 歳代女子 大保さおり 曽 於 市 30′05
5Km40 歳代男子 平嶺　浩二 霧 島 市 19′39
5Km40 歳代女子 吉原　成子 垂 水 市 25′52
5Km50 歳代男子 吉峰　拓一 宮 崎 県 18′28
5Km50 歳代女子 黒木ひとみ 宮 崎 県 23′26
5Km60 歳代男子 堀切　忠夫 志 布 志 市 20′58
5Km60 歳代女子 瀬戸千鶴子 鹿 児 島 市 27′37
5Km70 歳代男子 春薗　清文 鹿 屋 市 21′57

部　門 氏　名　 所　属　 タイム
10Km29歳以下男子 川野　陽平 尚志館高等学校 34′59
10Km29歳以下女子 杉本那々子 肝 付 町 46′42
10Km30 歳代男子 藤山　圭太 鹿 児 島 市 36′03
10Km30 歳代女子 図師　明子 志 布 志 市 42′41
10Km40 歳代男子 貴 島　 潔 宮 崎 県 35′27
10Km40 歳代女子 義永　祐子 鹿 児 島 市 42′24
10Km50 歳代男子 佐藤喜八郎 志 布 志 市 45′07
10Km50 歳代女子 杉山　艶子 鹿 児 島 市 1:06′38
10Km60 歳代男子 出口　敏和 宮 崎 県 43′51
10Km60 歳代女子 轟原さつ子 霧 島 市 52′35
10Km70 歳代男子 前田　利和 鹿 児 島 市 46′11
ハーフ	29歳以下	男子 和田　幸也 志 布 志 市 1:15′33
ハーフ	29歳以下	女子 種田　沙織 霧 島 市 1:40′04
ハーフ	30歳代	男子 鬼束洋一郎 宮 崎 県 1:16′25
ハーフ	30歳代	女子 松山久美子 志 布 志 市 2:16′51
ハーフ	40歳代	男子 末川　克博 曽 於 市 1:17′22
ハーフ	40歳代	女子 川崎　誉代 鹿 屋 市 2:18′32
ハーフ	50歳代	男子 立岡　弘明 鹿 児 島 市 1:25′29
ハーフ	50歳代	女子 松元　博子 鹿 屋 市 1:46′49
ハーフ	60歳代	男子 松尾　義和 姶 良 市 1:35′50
ハーフ	60歳代	女子 松永　啓子 鹿 児 島 市 1:50′05
ハーフ	70歳以上	男子 加世田雅史 鹿 児 島 市 1:38′35
ファミリー1.2km 神領章二Ｆ 東 串 良 町 4′48-

ポートマラソン大会

選手宣誓を行った岩田さん

この他、特別賞としてシルバー賞や遠来賞、
ラッキー賞も贈られました。

又木さんと福永さん（写真右から）

ご協力ありがとうございました！



九州電力からのお知らせ
　感電事故を防ぐために、
　　　　　　次のことに気をつけましょう
◆鯉のぼりは電線に触れないところで
・電線から十分離れた場所であげましょう。
・	ポールを立てるとき、倒す時は、電線に触れないように
注意しましょう。
・	もし電線にかかった場合には、危険ですから自分で取ら
ずに、すぐ最寄りの九州電力営業所までご連絡ください。
◆クレーン作業を行う前に
・	クレーン作業を行う前には、付近の状況をよく観察して、
電線路に接触する恐れがないか確認する。
・	配電線の近くで作業を行う場合は、九州電力に連絡して
建設用防護管を取り付けるなど、安全措置が講じられた
後に作業を行う。
・	電線路近くでの作業では、専任の観察者を設け単独作業
は行わない。
・	車両の移動を行う場合は、必ずブームの収納、ダンプカー
等については荷台の下げを確認して移動する。
●問い合わせ先
　九州電力㈱鹿屋営業所　　℡ 0120-986-806
　九州電力㈱志布志営業所　℡ 0120-986-811
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１
日
も
早
く
立
派
な
自
衛
官
に
！

　

３
月
7
日
、
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
23
年
度
自
衛
隊
入
隊
者
壮

行
会
が
行
わ
れ
、
新
入
隊
し
た
10
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
の
ほ
か
に
自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
長
ら
が
「
真
の
紳
士
に

し
て
真
の
武
人
た
れ
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
入
隊
者
を
代
表
し
て
、

中
水
尚
平
さ
ん
（
有
明
町
出
身
）
が
「
自

衛
官
、
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
少
し
で
も

早
く
先
輩
に
追
い
つ
く
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

壮
行
会
を
終
え
た
皆
さ
ん
は
３
月
中
旬

頃
か
ら
各
地
の
教
育
隊
に
着
任
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

自衛官としての一歩を踏み出す皆さん

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
に

農
林
水
産
大
臣
賞

　

３
月
15
日
、
長
崎
市
市
民
生
活
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
環
境
保
全

型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
市
茶
業
振

興
会
有
明
支
部
有
明
町
茶
業
振
興
会
（
堀

口
泰
久
会
長
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
の
農
薬
だ
け
に
頼
ら
な
い
病
害
虫

管
理
技
術
や
環
境
保
全
を
考
慮
し
た
肥
培

管
理
、
若
手
茶
農
家
で
構
成
さ
れ
た
「
若

葉
会
」
の
活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
堀
口
会
長
は
、「
今
後

は
市
全
体
で
取
り
組
み
な
が
ら
、
名
実
と

も
に
『
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
茶
産
地
』

と
し
て
、
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目

指
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

受賞報告に来庁した堀口会長
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
鹿
児
島
」
で
学
校
賞

　

県
内
の
公
立
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

が
、
学
級
全
員
で
縄
跳
び
や
一
輪
車
な
ど

６
つ
の
種
目
に
挑
戦
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

鹿
児
島
」
で
、
伊
﨑
田
小
学
校
が
学
校
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
鹿
児
島
」
は
、
児
童
の

体
力
向
上
を
目
的
に
県
教
育
委
員
会
が
企

画
し
た
も
の
で
、
10
月
か
ら
12
月
の
期
間

に
記
録
を
測
定
し
、
各
種
目
ご
と
に
県
内

で
の
順
位
を
競
う
も
の
で
す
。

　

同
校
で
は
全
学
年
で
挑
戦
し
、
日
頃
か

ら
練
習
を
頑
張
っ
た
結
果
、
複
数
の
種
目

で
10
位
以
内
に
入
賞
。
中
で
も
馬
跳
び
で

は
、
６
年
生
の
１
位
を
筆
頭
に
全
学
年
が

入
賞
を
果
た
し
、
10
校
に
贈
ら
れ
る
学
校

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

体育委員の皆さんが代表で表彰を受けました

亀
ん
子
ク
ラ
ブ
が
県
知
事
表
彰

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
を
行
う
亀
ん
子

ク
ラ
ブ
（
西
山
繁
美
会
長
）
が
、
河
川
・

海
岸
愛
護
運
動
に
功
績
が
あ
っ
た
団
体
と

し
て
、
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
通
山
小
学
校
の
児
童
と
保

護
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

卵
の
保
護
・
放
流
や
海
岸
清
掃
な
ど
の
産

卵
で
き
る
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
一
連
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
今
年
度
、
３
団
体
が
選
ば
れ
た
海
岸

部
門
の
優
良
団
体
の
一
つ
と
し
て
、
３
月

６
日
、
通
山
小
学
校
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
、
西
山
会
長
は
「
表
彰

を
活
動
の
励
み
と
し
て
、
今
後
も
豊
か
な

自
然
が
残
る
海
岸
の
保
全
に
取
り
組
み
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

表彰された亀ん子クラブの皆さん

彼
岸
花
植
栽

　

松
山
町
泰
野
公
民
館
前
の
河
川
敷
で
、

２
月
26
日
、
彼
岸
花
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

泰
野
地
区
環
境
保
全
協
議
会
が
主
催
し

た
も
の
で
、
農
村
景
観
活
動
の
一
環
と
し

て
、「
自
分
た
ち
の
手
で
、
ふ
る
里
を
さ

ら
に
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
植
栽
に
は
同
協
議
会
を
は
じ
め
、
自

治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
毎
年
水
田
に
菜
の
花
の

植
栽
を
行
っ
て
い
る
菜
の
花
会
、
婦
人
会

等
の
団
体
や
、
地
元
の
農
業
者
や
子
ど
も

ら
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ス
コ
ッ
プ
を
手

に
穴
を
掘
り
な
が
ら
、
約
３
０
０
０
球
の

彼
岸
花
の
球
根
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

秋になるのが楽しみです！

ｅ
―
ネ
ッ
ト
安
心
講
座
開
催

　

２
月
28
日
、
田
之
浦
小
学
校
で
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
安
心
・
安
全
利
用
を
啓
発
す
る
「
ｅ
―

ネ
ッ
ト
安
心
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
総
務
省
や
文
部
科
学
省
、
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
等
で
構
成
さ
れ
る
ｅ
―
ネ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
支
社
の
松

本
絵
梨
香
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
ビ
デ
オ
上
映
や
携
帯
電
話

の
画
面
を
見
せ
な
が
ら
、
悪
質
サ
イ
ト
を

開
い
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
ネ
ッ
ト
詐
欺

や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
、
便
利
さ
の
裏
側

に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
を
紹

介
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
職
員
も
真

剣
に
聞
き
な
が
ら
、
安
全
な
利
用
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

松本さんの話に真剣に耳を傾ける皆さん
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市の番組放送「しぶし志エフエム」は、毎月第２・４水曜日の午後１時と午後６時から次の
ＦＭ局で放送しています。



志
布
志
の
ひ
な
人
形
展
開
催

　

２
月
26
日
か
ら
３
月
10
日
の
期
間
、
志

布
志
観
光
ガ
イ
ド
主
催
に
よ
る
第
３
回
志

布
志
の
ひ
な
人
形
展
が
志
布
志
地
区
公
民

館
分
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
人
形
は
市
内
か
ら
募
集
し

た
も
の
で
、
古
い
も
の
で
は
75
年
前
の

「
御
殿
雛
」
か
ら
最
近
の
も
の
ま
で
、
作

品
に
よ
っ
て
表
情
や
飾
り
の
違
う
ひ
な
人

形
が
、来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
ほ
か
、

江
戸
時
代
か
ら
薩
摩
に
伝
わ
る
変
わ
り
雛

「
糸
雛
」
や
「
さ
げ
も
ん
」
と
い
わ
れ
る

吊
る
し
飾
り
な
ど
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昔
の
志
布
志
で
は
、
３
月
３
日

は
「
子
ど
も
の
日
」
と
し
て
男
の
子
も
一

緒
に
お
祝
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
、
当
時

親
し
ま
れ
て
い
た
「
土
人
形
」
が
、
今
年

か
ら
新
た
に
展
示
に
加
わ
り
ま
し
た
。

昔なつかしい「土人形」

農
家
民
泊
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催
！

　

志
布
志
市
〝
志
〟
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

で
は
、
農
山
漁
村
の
暮
ら
し
を
都
会
の
子

ど
も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
う
「
民
泊
型

修
学
旅
行
」
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
事
前
研
修
と
し
て
、
２
月
18

か
ら
19
日
の
日
程
で
、
香
月
小
学
校
水
泳

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
12
人
を
対
象
に
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
農
業
を
体
験
す
る
子
ど
も
が
多

く
、
受
け
入
れ
家
族
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
野
菜
や
卵
の
収
穫
や
、
昔
遊
び
を
体

験
す
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
現
在
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
修
学
旅
行
受
入
れ
に
興
味
が
あ
る
人
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

お問い合わせは、農政課農政係℡474-1111（内428）まで

「
か
ら
い
も
交
流
・
春
」
開
催
‼

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
に
よ
る

「
か
ら
い
も
交
流
・
春
」
が
、
３
月
11
日

か
ら
25
日
の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

か
ら
い
も
交
流
は
日
本
国
内
の
大
学
や

専
門
学
校
に
通
学
す
る
外
国
人
留
学
生

が
、
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
内
の
各
受
入
れ

家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
も
の
で

す
。
今
年
は
10
カ
国
21
校
の
留
学
生
54
人

の
う
ち
、
37
人
が
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
に
乗
っ

て
訪
れ
ま
し
た
。

　

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
下
船
後
に
行
わ
れ
た

歓
迎
式
と
対
面
式
で
は
、
志
布
志
市
内
の

「
か
ら
い
も
交
流
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

市内には、台湾出身の瞿
ク キ

琦さんが滞在しました

旅
の
記
念
に
現
役
時
代
の
姿
を

　

志
布
志
駅
内
に
あ
る
し
ぶ
し
観
光
案
内

所
で
、
鉄
道
記
念
公
園
に
静
態
保
存
さ
れ

て
い
る
Ｓ
Ｌ
「
Ｃ
５
８
１
１
２
」
の
現
役

時
代
の
写
真
が
無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

作
成
し
た
の
は
志
布
志
町
安
楽
の
宮
内

春
芳
さ
ん
で
す
。
国
鉄
Ｏ
Ｂ
の
宮
内
さ
ん

は
、
昨
年
７
月
か
ら
夏
休
み
な
ど
の
長
期

休
暇
の
時
期
に
合
わ
せ
て
準
備
を
し
て
、

同
案
内
所
に
置
い
て
い
ま
す
。「
全
国
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
や
鉄
道
フ
ァ
ン
へ
の

『
志
の
お
も
て
な
し
』
と
し
て
、
記
念
に

現
役
時
代
の
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
」と
、

宮
内
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
案
内
所
に
は
定
期
的
に
交
代

し
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
写
真
の
展
示
も
行
っ

て
い
ま
す
。

ゴールデンウィークに向けて準備中です！

N
e
w

s

問い合わせ先　お釈迦祭り実行委員会事務局　℡０９９－４７２－８０２８（志布志市観光特産品協会）
	 	 ※４月から、志布志支所２階に事務所が移転しました。

4 月 29日（祝）本祭
28 日（土）前夜祭

お釈迦まつりのスポーツイベント
■４月 15 日 ( 日 )　剣道大会 ( 志布志運動公園体育館 )
■４月 21 日 ( 土 )　少年サッカー大会１日目 ( しおかぜ公園 )
■４月 22 日 ( 日 )　
　●少年サッカー大会２日目 ( しおかぜ公園 )
　●少女バレーボール大会(志布志運動公園体育館ほか)
　●柔道大会(志布志運動公園武道館)
■４月 30 日 ( 祝 )　弓道大会 ( 志布志運動公園弓道場 )

第 29回お釈迦まつり献血
「献血は気軽にできるボランティア」ぜひご協力ください！
■日時　4月 29 日（祝）午前 9時 30 分～午後 3時 30 分
■場所　宝満寺公園前道路
■問い合わせ先　㈳新大隅青年会議所　℡ 473-2378

お釈迦まつりウィーク
花まつり

４月 24 日 ( 火・しぶしの日 ) ～５月８日 ( 火 )
色とりどりの花々と幻想的な灯りで皆様をお迎えします。

「志
こころざし

４大イベントマスター‼」
　スタンプラリー	
　平成 24 年に実施される志布志市４大イベント「お
釈迦まつり」「みなとまつり」「やっちく松山藩秋の陣
まつり」「ふるさとまつりＩＮ有明」で遊んで、４つの
スタンプを集めよう！抽選で豪華な志布志市特産品を
プレゼント！
■スタンプラリーカード配布
　・日　時　　４月 28 日（土）、29 日（祝）	
　・場　所　　志布志お釈迦まつり会場内（宝満寺公園）

市内シャトルバス運行します！
　これまでの志布志町巡回バスに加え、松山方面、有明
方面へもシャトルバスを運行します！
　詳しくは志布志市ホームページまたはお釈迦まつりチ
ラシに掲載します。
■問い合わせ先
　志布志市役所港湾商工課観光物産係　

℡ 474-1111（内線 288）

お
釈
迦
ま
つ
り
・
本
祭

■
パ
レ
ー
ド　
　

11
時
ス
タ
ー
ト　

■
踊
り
連　
　
　

11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

●�

仏
前
結
婚
式
、
潅
仏
会
（
専
念
寺
）、
甘
茶
か
け
（
宝
満
寺
公
園
、

金
剛
寺
、大
慈
寺
）、市
街
地
パ
レ
ー
ド（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
ほ
か
）、

ハ
ン
ヤ
節
踊
り
連
、
ハ
ン
ヤ
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
よ
さ
こ
い
踊
り

連
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
宝
満
寺
公
園
、
商
店
街
ス
テ
ー
ジ
）、

軽
ト
ラ
市
、
竹
灯
籠
（
宝
満
寺
公
園
、
宝
満
橋
）
な
ど
を
予
定
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竹灯籠ボランティア募集！
・竹灯籠製作　４月 21 日（土）午前８時 30 分～　
　志布志地区公民館分館（旧ハローワーク）
　※雨天時は 22 日（日）に延期
・竹灯籠設置　４月 28 日（土）午前８時 30 分～
　宝満寺公園および周辺
　※	軍手をご持参ください。その他の道具は実行委員会
で準備します。

　まつり前夜祭での点灯ボランティアも募集します。
　是非ご参加ください。
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今月のテーマ図書
「社会人指南書」

今月のテーマ図書
「インテリア」

・本　館　　　　　　毎週土曜日	 午後２時～
　　　　　　　　４月 28 日は「緑陰読書会」を行います。
・松山分館　　　　　４月 28 日（土）午後２時

・有明分館　　　　　４月 21 日（土）午前 10 時
・志布志分館　　　　４月 21 日（土）午前 10 時 30 分
・香月分館　　　　　４月 28 日（土）午前 10 時 30 分
・安楽分館　　　　　４月 14 日（土）午前 10 時 30 分

休館日カレンダー（本館）
April　４月

日 月 火 水 木 金 土
12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

May　５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

		図書館へ行こう！

一 冊 の 本 と の 出 会 い が	 あ な た の 人 生 を 変 え る！
図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

○

○
○

○

○

新刊案内
■「ナインデイズ～岩手県災害本部の闘い～」　

河原　れん　著
　東日本大震災直後、岩手県庁
内に設置された災害対策本部。
医療班の指揮にあたった若き医
師は、張りつめた緊張と混乱の
中で、寝食を忘れ奮闘するが…。
救助者たちへの取材をもとに、
3月 11 日から９日間の激闘を
リアルに描く。

○

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

平成 24年度	移動図書館車（がんがらちゃん）巡回日程表
コース 巡	回	場	所 巡	回	時	間 曜　日 4月 5月 6月 7月 8月 9月
Ａ 田之浦小学校 13:00 ～ 13:45 第2・4金曜日 13・27日 11・25日 8・22日 13日 14・28日

Ｂ 田之浦中学校
植木地区

13:10 ～ 13:50
14:00 ～ 14:20 第1・3金曜日 20日 18日 15・29日 6日 7・21日

Ｃ 出 水 中 学 校 13:10 ～ 13:50 第1・3火曜日 17日 8・22日 5・19日 3日 4・25日

Ｄ ふれあい教室
森 山 小 学 校

12:00 ～ 12:20
13:10 ～ 13:45 第2・4水曜日 11・25日 9・23日 13・27日 11日 12・26日

Ｅ 山 重 小 学 校 13:10 ～ 13:50 第2・4木曜日 12・26日 10・24日 14・28日 12日 13・27日
Ｆ 潤ケ野小学校 13:10 ～ 13:45 第2・4火曜日 10・24日 15・29日 12・26日 10日 11日

Ｇ 一丁田集落
夏井集落

10:30 ～ 10:50
11:00 ～ 11:20 第2・4土曜日 14・28日 12・26日 9・23日 14・28日 11・25日 8・22日

Ｈ 学童（有明・通山）
学童（伊﨑田） 　9:30 ～ 10:20 第2土曜日

第4土曜日
14日
28日

12日
26日

9日
23日

14日
28日

11日
25日

8日
22日

Ｉ
緑ケ浜団地前
海洋団地
関屋団地

10:00 ～ 10:30
10:40 ～ 11:00
11:05 ～ 11:15

第2・4日曜日 8・22日 13・27日 10・24日 8・22日 12・26日 9・23日

Ｊ 原 田 小 学 校 13:10 ～ 13:50 第1・3水曜日 18日 2・16日 6・20日 4・18日 5・19日

Ｋ 野神小学校
JAあおぞら福セ

13:10 ～ 13:45
14:00 ～ 14:20 第1・3木曜日 19日 17・31日 7・21日 5・19日 6・20日

※	巡回日程については、都合（悪天候等）により、中止または変更になることがあります。
※	図書館利用者カードは、市立図書館 ( 本館 ･分館）･移動図書館車で使用できます。
※	図書の貸出しは、1人 10 冊までです。※	図書館 ( 本館 ･分館 ) で借りた本も移動図書館車で返却できます。

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

緑陰読書会
日時：４月 28 日（土）
　　　午後２時～
場所：図書館イベント広場
内容：�大型かみ芝居、
　　　バルーンアート、他
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■問い合わせ先
　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）教育委員会情報ネット

オリジナル
　ミュージカル

　毎年恒例となっている自主文化事業の劇団四季ミュージ

カル公演が、２月１９日（日）志布志市文化会館で開催され、

多くの家族連れを含む６２０人が来場しました。

　今回の「ユタと不思議な仲間たち」公演は、昨年の７月

から８月にかけて、東日本大震災で大きな被害を受けた東

北沿岸部の１３都市に赴き、計２７回の無料招待公演を行

った物語で、東北３県（岩手・宮城・福島）の子どもたち

１３，７００人に生きる勇気と感動を届けた話題のミュー

ジカルです。

　東北の美しい自然を舞台に、天災によって現世で生きる

事が叶わなかった座敷わらしと、いじめに苦しむ少年ユタ

との心の交流を描いたミュージカルに、会場は感動の渦に

包まれました。

今年も劇団四季がやって来た ～みんなはひとりのために、ひとりはみんなのために～

　自主文化事業「三遊亭円楽」独演会が、２月５日（日）やっちくふれあいセンターで

開催され、落語ファン４８０名が来場しました。

　人気テレビ番組「笑点」でお馴染み、落語界の大看板「円楽」が、伝統的な芸に斬新

な演出を加えて贈る滑稽噺に人情噺、６代目三遊亭円楽を襲名した楽太郎の達人の技に

会場は大いに盛り上がりました。

笑点でお馴染み、円楽の達人の技！

　志布志市文化会館

開館３５周年記念の

最後を飾る自主文化事業として、

「由紀さおり・安田祥子ファイナル・コンサート」が

３月７日（水）開催され、満員の１，０２０人が来場しました。

　昨年末、全米ジャズ配信チャート１位を記録するなど、現在、

世界中で大ブレイク中の「由紀さおり」が、姉「安田祥子」

と「美しい日本の歌を伝えたい」との願いを込めて１９８５

年から歌い始めた童謡・歌唱コンサートもついにファイナル！

　「２５年分のありがとう」の気持ちが込められた数々の思い

出の歌に、会場から割れんばかりの拍手が送られました。

ありがとう２５年

　　　　由紀＆安田姉妹ファイナル・ツアー

公演終了後、握手会も開催されました

由紀さおり・安田祥子
Songs With Your Life Concert

おはなし会へ出かけよう！



		

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 136）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

みんなで守ろう美しい川と海
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市
内
河
川
水
の
水
質
検
査
結
果

　

市
で
は
、
市
内
４
河
川
の
水
質
現

況
の
把
握
を
目
的
に
、
水
質
検
査
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、
21
か

所
の
採
水
ポ
イ
ン
ト
で
年
４
回
で
す
。

検
査
項
目
は
、
Ｐ
Ｈ
（
水
の
性
質
）・

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）・

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
）・
大
腸
菌
群
数
・
硝

酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
の
５

項
目
で
す
。
今
回
は
そ
の
内
の
Ｂ
Ｏ

Ｄ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
水
中
の
微
生
物
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
る
酸
素
量
の
こ
と
で
す
。

数
値
が
大
き
け
れ
ば
、
水
中
の
有
機
物

汚
染
が
高
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
『
県
内
公
共
用
水
域
に
係
る
環
境
基

準
の
水
域
類
型
指
定
』
で
は
、
田
原
川

が
Ｃ
類
型
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
全
て

Ａ
類
型
で
す
。
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市内４河川における、ＢＯＤ検査結果（平成18～23年）

若
潮
酒
造
㈱
の
温
水
を
プ
ー
ル
に
再
利
用

　

年
間
を
通
し
て
水
泳
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
、
志
布
志
運
動
公
園
屋
内
温
水

プ
ー
ル
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
る
温
水
の
一

部
は
、
近
隣
の
若
潮
酒
造
株
式
会
社
か
ら

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
潮
酒
造
で
は
、
焼
酎
を
作
る
工
程
の

中
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
蒸
留
す
る
際
、
そ

の
冷
却
用
に
大
量
の
地
下
水
を
使
用
し
ま

す
。
使
用
後
に
廃
棄
さ
れ
る
水
は
、
50
～

60
℃
程
の
高
温
で
あ
る
た
め
、
平
成
3
年

に
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
際
、
そ
の
一
部
を

プ
ー
ル
用
の
水
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

温
水
は
専
用
の
パ
イ
プ
と
通
っ
て
プ
ー

ル
に
送
ら
れ
、
水
道
水
と
一
緒
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
焼
酎
を
製
造
す
る
、
9
月
か
ら

12
月
ま
で
の
期
間
に
提
供
さ
れ
る
温
水
の

お
か
げ
で
、
年
間
光
熱
水
費
節
減
に
寄
与

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
な
プ
ー
ル
を
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

志布志市ホームページ

有料バナー広告募集
　志布志市では、市ホームページへの民間企業等の
広告の掲載を通じて、市の新たな財源確保と地域経
済の活性化を図るため、平成 24年度分の有料バナー
広告を募集しています。	

■掲載枠数及び掲載位置　10枠
　市ホームページのトップページ画面に掲載します。	
■アクセス件数　月間約 21,000 件
　　　　　　　　（平成 23年 1月から 12 カ月間の平均）	
　※参考データであり、アクセス件数を保証するものではありません。
■広告掲載期間　平成 24年 4月 1日から平成 25年 3月 31 日まで (1 カ月単位 )
■広告掲載料金　１枠当たり月額	15,000 円（消費税込み）	
　※長期間契約すると次のとおり割引があります。
　・連続申込月数（１月あたりの料金）
	 	 ３～５月：13,500 円　　６～ 12月：12,000 円
　詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ先　　情報管理課地域情報係　℡４７４－１１１１（内線３２２）

広　告広　告 広　告 広　告広　告

志
布
志
市
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

　

今
、
私
た
ち
の
環
境
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
問
題
、

水
保
全
、
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
な

ど
複
雑
・
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を
実
践

し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環

を
基
調
と
す
る
社
会
の
実
現
や
人
と

自
然
が
調
和
す
る
地
球
に
や
さ
し
い

社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
志
布
志
市
環
境
審
議
会
に

市
民
の
目
線
か
ら
市
の
環
境
保
全
に
つ

い
て
、
真
剣
に
考
え
熱
意
あ
る
方
の
参

加
を
求
め
る
た
め
、
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

■
資
格　

�

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

で
自
ら
応
募
す
る
方

■
任
期　

�

　

�

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日

ま
で

■
募
集
期
間　

５
月
２
日
ま
で（
必
着
）

※�

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
環
境
課
環
境
政
策
室

・
℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

・
Fax
４
７
１
―
４
４
０
７

・
Ｅ
‐
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

�kankyouseisaku

＠city.shibushi.
lg.jp

水
俣
病
被
害
者
の
方
々
に
対
す
る

救
済
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

～
申
請
の
期
限
は
７
月
31
日
で
す
～

　

平
成
22
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
救
済

措
置
の
申
請
期
限
が
決
定
し
ま
し
た
。

救
済
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
申
請
が
お

済
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

　

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

■
救
済
対
象
者

　

か
つ
て
水
俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺
海

域
の
メ
チ
ル
水
銀
で
汚
染
さ
れ
た
魚
な

ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
両
手
足
の
先

な
ど
に
一
定
の
感
覚
障
害
が
あ
る
人
で
、

検
診
・
判
定
の
結
果
、
該
当
す
る
人

■
給
付
内
容　

　

一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費

　
（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

※�

す
で
に
亡
く
な
っ
た
人
に
つ
い
て
の

受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
環
境
林
務
課

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
２
５
８
４

毎月第２月曜日は…

掘り出し物市！午前10時～
　※中止の場合もありますので、事前にご確認ください。
　場所：そおリサイクルセンター（電話：099-471-6050）

至志布志至鹿屋 Ｒ220

ココ

菱
田
橋

申　請　書
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この枠に掲載します



周 辺 地 図

志布志消防署 誕生‼
　南部消防署は、平成 24 年４月１日に志布志町志布志の新庁舎へ移転
しました。また、移転にともない名称を「志布志消防署」に変更しました。

　大隅曽於地区消防組合　志布志消防署
　移転日時　　平成 24年４月１日（日）
　移転先　　　志布志市志布志町志布志４２８番地２（旧紀州造林跡地）
　連絡先　　　TEL ４７２－０１１９　　FAX ４７２－０１３４

 

赤太線は，曽於消防署と志布志消防署の出動地域区分 

緑線は，各署・分署・各分駐所の救急出場地域 

末吉分駐所へ編入する救急出場地域 

曽於消防署へ編入する火災出動地域 

志布志消防署へ編入する出動地域（全災害種別） 

大崎分駐所へ編入する救急出場地域 

 

 
  
 
 

 

北部消防署救急・救助・ＰＡ出動地域の有明町伊﨑田

（字尾・土江・宝永・飯野）を志布志消防署（救急６・

救急７・タンク２・工作２）出動地域とする。 

 

北部消防署火災・救急・救助・ＰＡ出動地域の松山町 

尾野見校区全域を志布志消防署（タンク２・工作２・ 

救急６・救急７）出動地域とする。 

 

南部消防署火災出動地域の有明町山重及び大崎町野

方の一部を曽於消防署（タンク１・工作１）火災及

び救助出動地域とする。 

 

南部消防署救急出場地域の有明町野井倉（押切西・押

切東・春日・下通山・下肆部合・肆部合住宅・中肆部

合・上肆部合・肆部合上東・ラフォーレ松原）を大崎

分駐所（救急８）救急出場地域とする。 

大崎分駐所

 

志布志消防署 

曽於消防署 

末吉分駐所 

財部分署 

志布志支所 

志布志市役所 

曽於市役所 

財部支所 

東部消防署 

南部消防署火災出動地域の有明町伊﨑田（黒葛・下 

縄瀬・上縄瀬・牛ケ迫・茗ケ谷）を曽於消防署（タ 

ンク１・工作１）火災及び救助出動地域とする。 

北部消防署救急出場地域の末吉町岩崎（大 

園・大園下・栫井・栫井上）を末吉分駐所 

（救急３）出場地域とする。 

大隅支所 

松山支所 

出動区域変更について
　消防署移転に伴い、出動区域が次のとおり変更となりました。

コンビニ

ガソリン
スタンド

スーパー

ＪＡ
志布志
消防署

至

　伊
﨑
田

至

　志
布
志
港

県
道
63
号
線

大原見帰交差点
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３月 31日に引き渡し式が行われました



■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.74
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■場所　志布志町内之倉字横尾上 745 番地１
　　　　（志布志畜産指導センター隣）
■分譲区画数　３区画中２区画
　　　　　　　　　　　　（１区画平均 135 坪）
■坪単価　13,600 円（１区画平均 184 万円）
■地目　　宅地（上水道・排水路完備）
■立地条件
　国道 220 号まで 5.0km、県道 63 号まで 4.7km、おおぞら保育園
　まで 0.2km、森山小まで 2.4km、市役所志布志支所まで 7.2km
■申し込み資格・条件
●	志布志市に定住する意思をもち、土地購入後３年以内に自ら居住す
る住宅を建築、居住すること。

●契約者は 18歳以上で、同居親族がいる人。
●	年に数回、隣地の畜産指導センターで畜産指導が行われることにご
理解のある人。

■申し込み・問い合わせ先
　市役所企画政策課　　℡ 474-1111（内線 252・257）

森山住宅団地好評分譲中！

 

３区画中
　残り２区画
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会　場　案　内
　月　日　 　会　場　

４	月　18 日（水）有明改善センター

５月　2日（水）志布志支所５階会議室

		16 日（水）新橋地区公民館

６	月　６日（水）志布志支所５階会議室

		20 日（水）有明改善センター

７月　４日（水）志布志支所５階会議室

	18 日（水）新橋地区公民館

８月　１日（水）志布志支所５階会議室

		15 日（水）有明改善センター

９月　５日（水）志布志支所５階会議室

19日（水）新橋地区公民館

　月　日　 　会　場　

10月　３日（水）志布志支所５階会議室

17日（水）有明改善センター

11月　７日（水）志布志支所５階会議室

		21 日（水）新橋地区公民館

12月　５日（水）志布志支所５階会議室

		19 日（水）有明改善センター

１月　２日（水）※休み

	16 日（水）新橋地区公民館

２月　６日（水）志布志支所５階会議室

		20 日（水）有明改善センター

３月　６日（水）志布志支所５階会議室

20日（水）※休み

　市民のみなさんに「男女共同参画社会」について知ってい
ただくための事業ですが、まだまだ堅苦しいイメージや誤っ
た認識を持つ人が多いのが現状です。
　日頃、あまり意識していなかった“男女共同参画”について、
いっしょに学んでみませんか？

◆対　象　	自治会・PTA・小学生・高校生・老人クラブ・学校・事業所・各種団体等
◆内　容　・「男女共同参画社会」について		 ・「デートＤＶ」について	 ・○○○らしく　
　　　　　・「ＤＶ ( ドメスティック・バイオレンス )」と「セクシュアル・ハラスメント」について
　　　　　・	「男女（ひと）がともに輝くまちづくりプラン」について

男
ひ と

女がともに輝くまちづくりのために

　県では、地域における男女共同参画を推進するため、県内
の各市町村に男女共同参画地域推進員を設置しています。
　本市においては、２月 12 日に知事の委嘱を受け、大原繁
さんが地域推進員となりました。今後、大原さんは県、市と
連携して男女共同参画社会の実現に向けた活動を行っていき
ます。
　このコーナーでは１年にわたり、各種審議会、推進委員な
ど、より良いまちづくりのために行政と一緒に活動している
皆さんをご紹介していきます。

地域推進員が選ばれました

大原　繁　委員

平成 24年度

女性支援相談室

☎専用フリーダイヤル	０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４
　（月～金　8：30 ～ 17：00）

【相談時間】
毎月第１・３水曜日　午後 1：00 ～午後５：00

ＤＶ、デートＤＶ、で悩んでいませんか？
相談無料、秘密は守ります‼

「まちづくり出前講座」
～みなさまのところへ、うかがいます～

共生・協働・自立推進事業を募集します！
　市では、市民が輝く「共生・協働・自立のまちづくり」を目指して、市民団体、自治会等が地域の課題
解決に向け自主的・継続的に取り組む公益的な事業に対して補助金を交付しています。

１　市民提案型共生・協働・自立モデル事業
　本来行政が行うべき事業を市民グループが実施することにより、効果的で効率的な
事業展開が見込まれる、特に公共性の高い事業に対して補助金を交付します。
　　・交付額　　事業費を助成（限度額 50万円）
　　・条　件　　10人以上の市民グループ
　　・決　定　　審査会を開催し、採択の可否を決定します。

２　共生・協働・自立の社会づくり担い手育成事業
　共生・協働・自立の社会づくりの担い手となりうる、市民グループの育成を目的とし、一過性の事業ではなく、その後
の事業展開を通じ、継続して志布志市に定着させることを目指し、公益性のある事業を行う市民グループの育成を図ります。
　①新規事業部門（チャレンジ部門）
　　　　・交付額　　	同団体、同事業２回まで申請でき、補助対象経費の２／３を助成（限度額１回目は１0万円、２回

目は５万円。農林産加工・販売場については、限度額 50万円で、１回限り助成）
　　　　・条　件　　５人以上の市民グループ
　②継続・発展部門（ステップアップ部門）
　　　　・交付額　　	同団体、同事業１回まで申請でき、補助対象経費の２／３を助成（限度額１0万円。農林産加工・

販売場については、限度額 50万円）
　　　　・条　件　　５人以上の市民グループが行う、５年以上継続している事業

※	両事業とも、人件費、食糧費、団体の経常的な運営維持管理費などは、補助対象外となります。ただし、
市民提案型共生・協働・自立モデル事業は、事業実施に直接必要な者に係る人件費のうち、補助対象経
費の総額の４分の１までは補助対象とすることができます。

◆問い合わせ先　市役所企画政策課地域政策係　℡４７４―１１１１（内線２５２・２５７）
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協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
は
厳
し
い
医
療
保
険
の
財

政
状
況
の
中
、
健
康
保
険
料
率
に
つ
い
て
、

昨
年
、
一
昨
年
と
引
上
げ
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。
状
況
は
以
前
と
し
て
厳
し
く
、

本
年
３
月
分
の
保
険
料
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
、
鹿
児
島
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
10
・

03
㌫
へ
の
引
上
げ
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お
願
い
せ
ざ
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を
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な
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な
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。
ま
た
、
40
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以
上
64

歳
ま
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方
々
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す
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介
護
保
険
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率

（
全
国
一
律
）
も
、現
在
の
1
・
51
㌫
か
ら
１
・

55
％
に
引
き
上
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
加
入
者
の
皆
様
の
医
療
と
健
康
を
支

え
る
た
め
、
加
入
者
・
事
業
者
の
方
々
に
は
、

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
鹿
児
島
支
部

　
　

℡
０
９
９
―
２
１
９
―
１
７
３
４

　◆対象者 40歳以上 65 歳未満で、下記のいずれかの要件に該当する人
　　・タバコを多く吸う	 ・過去喫煙経験がある
　　・タバコの影響を受ける機会が多い（家族に喫煙者がいる）　・咳や痰など自覚症状がある
　◆実施日特定健診・がん検診と同時に実施します。
	 	 6 月 9 日、12 日～ 14 日	 松山やっちくふれあいセンター
	 	 6 月 15 日～ 16 日	 	 志布志健康ふれあいプラザ
	 	 6 月 17 日～ 19 日	 	 有明農村環境改善センター
　◆検診自己負担金　　2500 円
　◆申込み方法　４月 28日までに、電話又は窓口にて申し込みをしてください。
　　※受診日の調整のため、必ず期限までにお申し込みください。

　市では、子宮頸がん予防ワクチン、ヒ
ブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
接種費用の助成事業を左記のとおり実施
しています。
　この予防接種は任意接種です。保護者
の同意により接種していただきますよう
お願いします。

子宮頸がん予防ワクチン接種費用の助成事業
対
象
者

中学２年生 平成 10 年４月２日～平成 11 年４月１日生まれ
中学３年生 平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生まれ
高校１年生 平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ

接 種 回 数 ３回（初回、初回から１か月後、初回から６か月後）
接 種 医 療 機 関 市と契約した医療機関
助 成 額 １回あたり 16,000 円
助 成 対 象 期 間 平成 24年 4月 1日～平成 25年３月 31 日の接種まで

ヒブワクチン接種費用助成
対象者 生後２か月齢児～３歳未満児

接
種
回
数

生後２か月～７か月齢未満 ４回	３回目まで４～８週の間隔、
４回目は初回から１年後

生後７か月～ 12か月齢未満 ３回	２回目まで４～８週の間隔、
３回目は初回から１年後

満１歳～３歳未満 １回	
接種医療機関 市と契約した医療機関
助　成　額 １回あたり 7,000 円
助成対象期間 平成 24年４月１日～平成 25年３月 31 日

小児用肺炎球菌ワクチン接種費用助成
対象者 生後２か月齢児～３歳未満児

接
種
回
数

生後２か月～７か月齢児 ４回	３回目まで 27日以上の間隔、
４回目 60日以上

生後８か月～ 11か月齢児 ３回	２回目まで 27日以上の間隔、
３回目 60日以上

満１歳～２歳未満 ２回２回目 60日以上
満２歳～３歳未満 １回	

接種医療機関 市と契約した医療機関
助　成　額 １回あたり 10,000 円
助成対象期間 平成 24年４月１日～平成 25年３月 31 日

肺がんＣＴ検診を実施します！

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

　がんの部位別死亡率の中で肺がんによる死亡率は一番高
く、年々上昇しています。志布志市では、肺がんの早期発見
がさらに有効とされている低線量ＣＴによる肺がん検診を、
多くの方に受診していただけるよう検診費用の一部を助成す
る事業を昨年から実施しています。

　肺がんとは…
　肺がんは初期では自覚症状がほとんどありません。そ
こで検診による早期発見が重要になってきます。
　肺がんの最大の原因は喫煙です。喫煙を開始する年齢
が低ければ罹患する可能性が増し、また自分が喫煙しな
くとも周りの人が喫煙すれば肺がんになる可能性が 20 ～
30％高くなると言われています。概して喫煙者の肺がん
死亡リスクは非喫煙者の４倍から５倍、それも喫煙量が
１日あたり 20 本以上なら 10 倍以上です。

（がん研究会より）

肺がんＣＴ検診とは
　肺がんＣＴ検診は、機械を回転させな
がら肺全体の断面を隅々まで検査するた
め、胸部Ｘ線検査では心臓や横隔膜など
に隠れて見つけにくい場所のがんや、小
さながん（早期がん）を発見することが
可能となります。また、肺がんだけでな
く、肺結核、喫煙に関連した肺気腫など
の慢性呼吸疾患の診断も可能です。

肺がんＣＴ検診の対象者・実施日・申し込み方法等

３つの任意予防接種を公費で実施します

交通事故防止は貴方が主役です
①
株
式
会
社　

古
木
建
設

　

今
年
度
の
こ
の
コ
ー
ナ
で
は
、
交
通

安
全
運
転
管
理
事
業
所
と
し
て
交
通
安

全
に
取
り
組
む
市
内
企
業
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

第
１
回
は
、
有
明
町
野
井
倉
に
あ
る

株
式
会
社
古
木
建
設
で
す
。
創
業
62
年

を
迎
え
る
同
社
で
は
、
志
布
志
地
区
安

全
運
転
管
理
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る

田
中
裕
之
社
長
の
も
と
、
28
人
の
社
員

の
皆
さ
ん
が
勤
め
て
い
ま
す
。

　

建
設
工
事
を
行
い
、
大
型
の
車
両
を

扱
う
業
務
の
中
で
、「
交
通
災
害
と
労

働
災
害
へ
の
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
」
と

語
る
田
中
社
長
。
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
台
帳
管
理
や
、
毎
日
の
作
業
日
報

で
車
の
点
検
を
義
務
付
け
る
ほ
か
、
毎

週
土
曜
日
に
は
車
内
外
の
清
掃
と
給
油

を
行
い
、
翌
週
か
ら
の
作
業
を
安
全
に

行
う
た
め
の
準
備
を
怠
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
場
と
そ
の
行
き
帰
り
の
事

故
防
止
の
た
め
に
、
毎
朝
の
朝
礼
で
の

啓
発
や
、
法
定
速
度
遵
守
、
車
両
の
バ
ッ

ク
駐
車
と
車
止
め
設
置
を
徹
底
さ
せ
る

な
ど
、
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
15

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
交
通
安
全
を
意
識
さ

せ
る
た
め
に
、
周
囲
か
ら
目
立
つ
黄
色
の

車
両
を
使
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

年
３
回
の
交
通
安
全
週
間
に
は
、
社

員
の
皆
さ
ん
が
交
代
で
会
社
前
の
道
路

で
立
哨
し
、
地
域
へ
の
呼
び
か
け
も

行
っ
て
い
る
同
社
。「
交
通
安
全
対
策

は
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
。
社

員
は
安
全
運
転
管
理
事
業
所
で
あ
る
こ

と
に
自
覚
を
も
っ
て
、
日
頃
の
業
務
に

努
め
て
い
ま
す
」
と
、
最
後
に
田
中
社

長
は
語
り
ま
し
た
。

交通事故状況　平成 24年 2月末現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 1431【-102】 9【-9】 1689【-177】

志布志市 27【-8】 0【-3】 34【-5】

志布志地区 14 0 16

有明地区 13 0 18

松山地区 0 0 0

　　※【　】は昨年比　

田中社長（写真右）と安全運転管理者の皆さん

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成24年１月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２５６，９２６，６９２円
１月末国保加入者数 １１，０２９人
1人 当 た り 医 療 費（ 医
療 費 総 額 を 加 入 者 数
で 除 し た も の で す ）

２３，２９６円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 １９，７１１円
個 人 負 担 額 ３，５８４円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機
関等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 84.6％を市（国保）が負担しています。
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「さんふらわあライナー」がますます便利に‼
　「さんふらわあ」は志布志港と大阪南港を毎日航行しています。利用客の利便性の向上のため、志布志
港と鹿児島市内を結ぶ高速直行バス「さんふらわあライナー」を運行しています。平成２４年３月１日か
ら高速道路（鹿児島北ＩＣ～曽於弥五郎ＩＣ）の利用を開始し、志布志港と鹿児島中央駅を最短で約１時
間 50分で結び、さらに便利になりましたので、ぜひご利用下さい。　　　　　　　　　　　　　　	

みなと見学会が開催されました！
　３月 14 日、香月小学校５年生の皆さんが、学級活動の時間を活
用して、みなと見学を行いました。
　見学では、国土交通省九州地方整備局志布志港湾事務所と ( 株 )
山本組の職員が「国際バルク戦略港湾」と消波ブロックの役目につ
いて説明を行い、53 人の児童のみなさんは説明に真剣に耳を傾け、
質問も数多くしていました。
　また、皆さんは山本組が製造してる消波ブロックに、一人ひとり
サインを入れて記念撮影を行い、思い出に残る見学会となりました。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

質問１　	合併後、水道課は組織・体制が変わったと聞きましたが、何が変わったので
すか？

回答１�　合併前、旧志布志町は独立した会社（公営企業※ 1）として、旧有明・松山町は役場（官
公庁）が、それぞれの水道事業の運営をしていました。しかし合併後は、３つを統合して、
独立したひとつの会社（公営企業）となって水道事業を運営しています。

　　　�　具体的な違いとしては、税金や地方交付税を主な収入としている市役所の運営に対
し、水道料金を主な収入とする会社運営に変わったということになります。

　　　　　※１　	地方公共団体が経営する企業の総称で、水道事業、交通事業、病院事業など、人々の日常生
活に欠くことのできない事業で大部分を占めています。

質問２　	どのような考え方で水道料金は決まっているのですか？また、１か月の計算
方法を教えてください。

回答２�　水道事業の運営に必要となる経費を算出し、その経費を、水道メーターの口径（大
きさ）と使用水量に応じて、お客様に負担していただくように水道料金を設定して
います。

種　別 定　義　等

基本料金

使用の有無に関わらず水道メーターの口径（大きさ）に応じて、お客様に負担
していただく料金で、給水を果たすための基礎活動に必要な経費（水道メーター
検針費用などの経費）により算定しています。
※８つの口径別に料金が設定されています。
　例）口径 13ｍｍ…600 円、20ｍｍ…1000 円、25ｍｍ…1500 円（税別）

従量料金
使用水量に応じて、お客様に負担していただく料金
※�水道メーターの口径に関係なく、使用水量によって3段階の単価が設定されています。
　1㎥～ 20㎥…70 円 /㎥、20㎥～ 50㎥…80 円 /㎥、50㎥以上…100 円 /㎥（税別）

■計算方法について
　水道料金（１か月）＝
　　　　　　　　（基本料金＋従量料金）＋消費税

■具体例
　（水道メーターの大きさが 13㎜の場合の１か月分）
　13㎜口径の水道メーターが設置されており、１か
　月の使用水量は 51㎥であった。

◎水道料金（１か月）
　4,720 円＝
　{600 円（基本料金）＋（① 1,400 円＋② 2,400 円
　＋③ 100 円※（従量料金）}	　＋ 225 円（消費税）

※① 1,400 円＝
　　20㎥× 70 円（1㎥～ 20㎥は、1㎥につき 70 円）	
　②		2400 円＝	
　　30㎥× 80 円（20㎥～ 50㎥は、1㎥につき 80 円）
　③ 100 円＝
　　１㎥× 100 円（50㎥以上は、1㎥につき 100 円）

■問い合わせ先　	水道課　	℡４７２- １１１１（内線２６４）

水道よくある質問集　No3

※運賃（片道）　
　おとな	 	 １，８００円　
　こども（６歳以上 12歳未満）	 ９００円　
　さんふらわあをご利用でないお客様も乗車
できます。バスのみをご利用のお客様は、乗
車日の前々日よりご予約を承ります。
予約先　㈱フェリーさんふらわあ志布志支店
　℡０９９－４７３－８１８５

あなたのお住まいは安全ですか！
　県内では、集中豪雨や台風等により、多数の土砂災害
が発生しています。
　がけ地の崩壊等の恐れがある
土地に建っている危険な住宅の
移転を促進するため、その移転
に要する費用の一部を補助して
います。（最大 786 万円）
※「がけ地近接等危険住宅移転事業」とは、がけ地の崩
壊等により、住民の生命に危険を及ぼすおそれのある土
地に建っている危険住宅を安全な場所に移転するため、
国と県及び市町村が移転者に危険住宅の除却等に要する
費用と新たに建設又は購入する住宅に要する経費に対し
て補助金を交付する制度です。
■補助の内容は
●危険住宅の撤去及び移転に要する費用　
　限度額　78万円
●	危険住宅に代わる住宅の建設（購入）、土地取得、敷
地造成のため、　金融機関から融資を受けた場合の借
入金の利子相当額　
　限度額：708 万円

■対象となる住宅は
●上図のような土地に建っている危険住宅で
①昭和 46 年 8月 31 日以前に建築されたもの
②	昭和 46 年 9 月 1日以降に建築され、特定行政庁から
是正勧告を受けたもの
●	災害危険区域内に建っている危険住宅で、上記①、②
に該当するもの
●県が指定した土砂災害特別警戒区域にある危険住宅
※その他詳細につきましては下記までお問い合わせくださ
い。
■問い合わせ先
　市役所建設課建築係　℡ 474-1111（内線 454）

30 度以上30 度以上

2ｍ以上

がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2倍以内
がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2倍以内

がけ地の下端からの水平距離が、
がけの高さの 2倍以内
がけ地の下端からの水平距離が、
がけの高さの 2倍以内

お客様番号

水道メーター口径
（大きさ）及びご
使用期間

今回水量

ご請求予定額



さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
茶ち
ゃ

」
茶ち
ゃ
の飲
ん
友ど

し達
一ひ
し
て日
行い

か
ん
な
迎む
け

め
来き

っ

　
　
　
（
唱
）
世せ
け
ん
ば
な

間
話
し
で
按あ
ん
べ配
も
治ゆ
な

っ�
�

�　

丸
目
南
兵
衛

題
「
揉も

ん
」
肩か
た
も揉

ん
の
孫
は
駄だ
ち
ん賃

ぬ
予よ

や約
く
し
っ

　
　
　
（
唱
）
相え

て手
は
可む
愛
じ
孫
財ふ

ぞ布
は
空か

れ
な
っ�

�　

畑
山　

敏
昭

題
「
疼う
ず

っ
」
疼う
ず

っ
膝ひ
ざ

出で

ち
ょ
い
引ひ
っ
だ出
し
引
っ
掛か

け
っ

　
　
　
（
唱
）
吾わ

が
し
た
罪つ
ん

に
腹
が
切き

い
わ
ぇ
っ�

�　

小
蓬
原
忠
則

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

年
毎
に
う
か
ら
ら
の
数
消
え
ゆ
く
を
長
寿
と
思
へ
ど
三
つ
足
の
日
日�

畑
山
み
つ
き

数
多
な
る
親
戚
集
ふ
わ
が
米
寿
ど
し
り
と
重
き
こ
の
身
の
命�

福
元　
　

忍

大
寒
に
黒
く
成
り
い
し
枇
杷
見
れ
ば
小
さ
き
塊
り
数
多
着
け
い
し�

徳
田　

将
人

里
に
生
れ
里
に
習
ひ
て
里
に
老
い
里
ふ
と
こ
ろ
に
里
歌
を
恋
ふ�

矢
野　

む
つ

玄
関
に
春
遠
か
ら
じ
と
菜
の
花
を
生
け
て
正
月
の
歌
会
を
待
つ�

野
口　
　

嵐

争
え
ば
可
愛
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
い
て
く
れ
と
息
子
に
諭
さ
れ
夕
日
を
見
て
い
る�

澤
津
川
頼
子

落
ち
葉
よ
せ
小
芋
焼
い
て
る
祖
父
と
孫
膝
に
抱
か
れ
て
出
来
を
待
ち
い
る�

萩　
　

幸
子

二
重
に
も
三
重
に
も
愛
し
抱
き
し
孫
十
六
才
の
少
年
に
な
る�

木
下
マ
キ
子

雨
上
が
り
さ
ざ
波
よ
す
る
白
浜
に
か
の
日
の
笑
顔
偲
ば
る
る
亡
母�

大
原　
　

繁

畦
道
に
足
跡
か
さ
ね
幾
年
月
朝
日
に
映
え
る
畑
が
待
ち
て�

水
上
カ
ズ
エ

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

置
炬
燵
今
日
の
終
わ
り
の
足
の
ば
す�

永
山　

又
生

冬
麗
や
１
人
の
部
屋
に
香
を
焚
く�

坪
田　

秀
邑

鏡
餅
の
み
か
ん
で
遊
ん
だ
こ
と
秘
密�

吉
田　

十
二

尉
鶲
息
吹
の
風
を
連
れ
て
く
る�

山
本
せ
つ
子

寒
北
斗
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
泣
く
女�

暉
峻　

康
瑞

秋
し
ぐ
れ
微
笑
み
だ
け
の
姉
見
舞
う�

肱
岡
ち
か
子

三
日
月
眉
の
精
悍
や
よ
し
初
鶫�

肥
後　

洋
子

健
や
か
に
七
日
粥
を
老
二
人�

東
平　

要
一

一
歩
二
歩
あ
る
き
出
し
た
る
児
の
笑
い�

若
松
田
鶴
子

霙
降
る
庭
の
垣
根
は
吹
き
溜
り�

岩
根　

長
初

朝
靄
の
樹
の
た
ま
し
い
に
触
れ
て
い
る�

藤
後
む
つ
子
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Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2012.4

取材の途中、線路をのぞき込んだら猫がおくつろぎ中。カメラを向けると行儀よく座ってくれました。
（八坂神社付近）

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

夕
べ
の
雨
止
み
て
静
け
き
庭
明
り
死
者
の
寄
り
来
る
菊
の
香
に
お
う�

畑　

美
佐
子

ご
門
徒
に
笑
顔
の
挨
拶
リ
ユ
マ
チ
の
痛
み
は
見
せ
ず
吾
子
の
読
経�

前
原　
　

恭

杖
つ
き
て
子
の
家
日
び
廻
る
植
ゑ
し
大
根
日
増
し
に
太
る�

永
田
ミ
ツ
エ

遠
く
よ
り
見
れ
ば
み
る
ほ
ど
煌
め
け
り
一
本
の
銀
杏
甥
の
屋
敷
に�
山
口　

良
子

何
処
よ
り
求
め
来
た
り
し
や
夫
の
も
み
じ
人
目
を
誘
う
真
赤
な
色
ど
り�
隈
元　

チ
エ

掃
き
寄
せ
し
金
木
犀
の
花
殻
は
も
い
ち
ど
ほ
の
と
香
り
来
る
な
り�

野
口　

順
子

広
辞
苑
め
く
り
め
く
れ
ば
病
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
文
字
は
声
な
す�

石
橋　

道
子

咲
き
ほ
こ
る
皇
帝
ダ
リ
ア
一
夜
さ
の
霜
に
う
た
れ
て
晩
秋
と
な
る�

川
添
八
重
子

逝
き
し
夫
の
「
何
よ
り
だ
よ
」
と
食
み
し
そ
ば
小
さ
な
椀
に
供
え
る
夕
べ�

中
島　
　

昭

没後20年記念企画展

闘う！俳人 藤後左右展
　４月30日（月）まで　

・場　　所　かごしま近代文学館
　　　　　　℡099-226-7771
・休館日　　火曜日（祝日の場合は翌日）
・開館時間　9:30～ 18:00（入館は17:30まで）



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　キクヱ　さん（84歳）　	 （有明町伊﨑田）

　現在一人暮らしをしている川ノ上さんの健康の秘訣は、「散歩」です。
　朝は友人と一緒に、夕方は一人でどちらも１時間位の散歩を、雨の
日でも欠かさずに続けているおかげで、足腰が大変丈夫です。座る時

には必ず正座をするほか、３か月に１度、一番近い農協までの高低差が激
しい３～４㌔の道のりを、歩いて行くそうです。

　昭和 26 年に結婚した前夫が３年後に亡くなり、その後、前妻を亡くした登さ
んと再婚。前夫との間に生まれた２人の子どもと、登さんの子どもの合わせて６
人を育てながら、養蚕や牛の飼育、農業を営んでいました。しかし、平成８年に
登さんを事故で亡くしてからは農業を辞め、その後十数年の間、工事現場の仕事
で生計を立てるなど、大変な苦労をしてきました。
　現在は、月に２回のデイサービスを楽しみながら過ごしていますが、秋になる
と、知人の畑のイモ掘りや稲刈りなど、農作業の手伝いを頼まれて出かけて行き
ます。お手伝いの中では最年長ですが、元気な足腰を生かして、若い人に負けな
いくらい働いているそうです。
　また、川ノ上さんは歌うことが好きで、好きな歌手は氷川きよしさんと川中美
幸さん。日中はもちろん、寝る前も３曲程歌ってから眠るそうです。

　佑
ゆ い

衣さん（０歳）
　（志布志町志布志）

父　将太さん　母　麻衣子さん

　我が家の箱入り娘、ゆいちゃん。
　ゆちゃんの笑顔は、パパもママもと
ても大好きです。これからもたくさん
の笑顔で皆を幸せにしてください。
　心の優しい素敵な女の子になってね！

( 両親より )

　かんなちゃん（１歳）

（有明町野神）

父　博昭さん　母　みどりさん

　毎日元気一杯なかんなちゃん
　明るく健康に育ってね！

（両親より）

市
民
の
広
場

　

今
回
の
題
字
は
、未
来
さ
ん
（
し
ぶ
し
）

と
浩
介
さ
ん
（
や
す
ら
ぎ
と
…
）
の
姉
弟

で
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。未
来
さ
ん
は
、

毛
筆
、
硬
筆
と
も
に
６
段
の
腕
前
で
す
。

　

２
人
と
も
ピ
ア
ノ
と
英
語
を
習
い
、
学

校
で
は
未
来
さ
ん
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

浩
介
さ
ん
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し

て
い
る
な
ど
、
習
い
事
や
部
活
に
充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。　

　

新
学
期
を
迎
え
、
今
年
の
目
標
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
未
来
さ
ん
は
「
英
検
準

２
級
」、
浩
介
さ
ん
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

小学３年生の浩晟さんと３人兄弟です
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　お便りをくださった方の
中から抽選で、ひまわり券
5枚とフェリーさんふらわあ
から「弾丸フェリー乗船券」
を５人の方にプレゼントし
ます。

今
月
の

「
題
字
」

　

伊
﨑
田
中
学
校　

２
年

　

未み

く来
さ
ん

　

伊
﨑
田
小
学
校　

５
年

　

浩こ
う
す
け介
さ
ん

詳しい料金はホームページをご覧ください

®弾丸フェリー弾丸フェリー で大阪へ直行！で大阪へ直行！
週末発
現地日帰り往復１０，０００円 １０，０００円 より

ぼんとのしな泊地現、はと」ーリェフ丸弾「 ※
帰り（現地０泊船中２泊の往復）プランです。

６月 30日まで
（4/26～ 5/6を除く）

・予約センター　℡ 0120-3268-56
・志布志支店　　℡ 099-473-8185

　歩
あゆみ

ちゃん（６歳）

（松山町泰野）

父　剛さん　　母　友子さん

　しっかりしているようで、トボケたことをして
笑わせてくれる歩。最近は、絵本を読んでくれる
のが楽しみです。
　４月から１年生。たくさん遊んで勉強して大き
くなあれ！

（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

　万
ま ゆ

結さん（志布志町志布志）　　　　　	　21 歳

学校・所属団体：都城洋香看護専門学校、千軒太鼓
趣味：太鼓
学校生活はどうですか？
　先日、無事、看護師になれました。助産師を目指してあ
と一年頑張ります！
先輩から一言（千軒太鼓の辻団長）
　いつも明るく、ムードメーカーの女の子です。
　これからも大変でしょうが、目標に向かって頑張ってほし
いです。



今
更
な
が
ら
の
高
齢
化

　

現
在
の
住
ま
い
に
移
り
住
ん
で
か
ら

10
年
。
60
歳
だ
っ
た
人
は
70
歳
に
、
70

歳
だ
っ
た
下
の
階
に
住
む
お
姉
さ
ん
も

80
歳
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
や

孤
独
死
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
繋
が
り
は

大
切
に
し
た
い
で
す
。

　

今
日
も
、
お
姉
さ
ん
の
所
の
草
取
り

を
少
し
し
ま
し
た
。
花
が
大
好
き
だ
っ

た
人
で
す
が
、
今
で
は
腰
が
曲
が
り
、

植
木
鉢
も
枯
れ
た
ま
ま
で
す
。
少
し
で

も
繋
が
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
る
か
ら
、

庭
に
花
を
咲
か
せ
よ
う
ね
。

（
ク
ゥ
ー　

61
歳
女
）

　
　
　

▼

　

孤
独
死
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
、
最
近

は
特
に
多
く
感
じ
ま
す
。
周
囲
の
人
と

の
繋
が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、

原
因
の
一
つ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ク
ゥ
ー
さ
ん
達
の
よ
う
な
温
か
い

繋
が
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

地
元
の
ヒ
ー
ロ
ー
兄
弟
力
士

　

3
月
号
の
文
芸
欄
に
「
相
撲
甚
句
」

が
あ
る
の
に
び
っ
く
り
し
た
の
と
同
時

に
、
志
布
志
か
ら
「
兄
弟
力
士
」
が
出

た
こ
と
を
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
以
前
、
加
治
木
町
出
身
の
逆

鉾
と
寺
尾
も
兄
弟
で
活
躍
さ
れ
た
力
士

で
し
た
。

　

十
両
昇
進
も
早
い
千
代
鳳
と
兄
の
千

代
丸
、
こ
れ
か
ら
相
撲
フ
ァ
ン
の
方
に

と
っ
て
目
が
離
せ
な
い
相
撲
放
送
に
な

り
ま
す
。

　

頑
張
っ
て
、「
兄
弟
力
士
」
！

（
シ
ル
バ
ー
お
ば
さ
ん　

69
歳
女
）

　
　
　

▼

　

十
両
昇
進
後
初
の
場
所
に
臨
ん
だ
千

代
鳳
関
、
9
勝
6
敗
で
勝
ち
越
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
千
代
丸
さ

ん
も
4
勝
3
敗
で
兄
弟
揃
っ
て
勝
ち
越

し
で
場
所
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。

　

今
月
号
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
市

内
で
千
代
鳳
関
の
後
援
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
内
出
身
の
兄

弟
力
士
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

※	

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
一
言
で
結
構
で
す
の
で
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

国
民
年
金
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
す
べ
て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
意

の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
り
、
万
一
、

亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、届
出
が
必
要
で
す
。

　

・
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

・
会
社
を
退
職
し
た
と
き
（
60
歳
未
満
の
方
）

　

・
被
扶
養
配
偶
者
の
方
の
収
入
が
増
え
た
と
き

　
　
（
収
入
が
１
３
0
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き
）

　

・
被
扶
養
配
偶
者
の
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

免
除
制
度
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
と
き
に
は
、
免
除
制
度
や
学
生
納

付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
。

　

市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
の
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予

で
き
る
な
ど
、
未
納
を
防
止
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
届
出
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

申
請
の
際
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
書
類
（
在
学
証
明
書
や
学
生
証
の
写
し
）

や
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
在
学
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
度
の
申
請
受

付
は
４
月
末
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
年
金
係
又
は
鹿
屋
年
金

事
務
所
（
℡
０
９
９
４
‐
４
2
‐
５
１
２
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）
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事　項 国民年金の種別

20 歳になったとき 年金未加入
→第１号被保険者

会社を退職したとき 第２号被保険者
→第１号被保険者

第３号被保険者のパート収入
が増えたとき、配偶者が退職
したとき、離婚したとき

第３号被保険者
→第１号被保険者

畑地かんがい事業のお知らせ
～曽於南部地区の工期延長について～
　曽於南部地区（山重、野神、原田、蓬原の一部）の畑かん事業について、平成 24 年度で工期が
終了するため、これまで散水器具の申込期限を平成 24 年 3月までとしていましたが、工期が延長
される見込みになりましたので、それにともない、給水栓、散水器具の申し込み受付も延長するこ
ととなりました。
　給水栓、散水器具の導入を予定している人は、お早めにお申し込みください。

～農地法等に基づく利用権設定のお願いについて～
　市では、国営及び県営畑かん事業の中で、認定農業者等の担い手農家の農用地利用集積事業に取
り組んでいます。
　担い手農家の皆さんは、農用地の集積・規模拡大等に積極的に取り組まれていると思いますが、
安定した営農計画を策定する場合、農用地の貸し借りについては、農地法等に基づく利用権設定が
不可欠となっています。
　また、各種補助事業を導入する場合でも、利用権設定をしていないと受けられない事業があります
ので、農用地を貸し借りされる場合には、必ず農業委員会で農地法等に基づく利用権設定の手続きを
お願いします。

～畑かん事業に関する問い合わせ先～
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474 － 1111（内線 431）	 ・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232）	 ・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 2547
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986	 	 ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171

標高表示板を設置しました
　３月から津波対策の一つとして、電柱等を利用し、地域の標高を
示した標高表示板を市内沿岸部の主要な交差点を中心に、約 60 ヶ
所に設置しました。
　この標高表示板は、自分の地域がどの程度の標高であるかを日頃
から意識し、津波に対する警戒と防災意識を高めてもらうことを目
的に設置したものです。
■問い合わせ先　本庁総務課消防防災係　℡４７４－１１１１

（内線２１６・２１５）
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市
民
の
広
場

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2012.4 ■市報しぶし　37■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
まもろうよ

６４－３
み ん な を

７０

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
に
よ
る
架
空
請
求
は
、�

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
・

占
い
、
芸
能
情
報
を
利
用
中
に
、「
利
用

無
料
」
な
ど
と
、
サ
イ
ト
事
業
者
か
ら

誘
導
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

事
例
①

　

携
帯
電
話
で
占
い
サ
イ
ト
を
利
用
中

に
、
画
面
上
の
広
告
で
「
占
い
無
料
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
占
い
の
つ
も
り

で
ク
リ
ッ
ク
し
た
が
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
入
っ
て
い
た
。
興
味
本
位
で
年
齢
確

認
画
面
の
「
18
才
以
上
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
た
と
こ
ろ
突
然
、
会
員
登
録
と
な
り

料
金
を
支
払
う
よ
う
請
求
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　

�　

電
子
消
費
者
契
約
法
で
は
、
事
業

者
が
操
作
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
て
い
な
い
場
合
は
錯
誤
に
よ

る
契
約
無
効
を
主
張
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

①�

送
信
ボ
タ
ン
と
同
じ
画
面
に
意
思
表

示
の
内
容
を
明
示
し
、
そ
の
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
契
約
す

る
こ
と
に
な
る
と
消
費
者
が
明
ら
か

に
に
分
か
る
よ
う
な
画
面

②�

そ
の
次
に
最
終
的
な
意
思
表
示
と
な

る
送
信
ボ
タ
ン
を
押
す
前
に
、
申
込

の
内
容
を
表
示
し
、
訂
正
す
る
機
会

を
与
え
る
画
面

　

事
業
者
は
、
こ
の
よ
う
に
２
段
構
え

の
画
面
を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
自
分
の
操
作
ミ
ス
だ
と
諦
め
る

必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
支

払
い
は
せ
ず
、
あ
わ
て
て
、
事
業
者
に

連
絡
を
と
ら
ず
し
ば
ら
く
様
子
を
み
ま

し
ょ
う
。

事
例
②

　

画
面
に
請
求
画
面
が
張
り
付
い
た
ま

ま
消
え
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス　
　

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
独
立
行
政
法

人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
削
除
方
法
が
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
小
・
中
・
高
校
生
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
を
利
用
さ
せ
る
場
合
は

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol.14

架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
増
加

◆プログラム◆
	中学生の「100 文字の志」
発表　他 こ

こ

ろざ
しあふれるま

ち

・期	日　平成 24 年 4月 24 日（火）
　・場	所　志布志市文化会館
　　・時	間　午後６時開場：午後６時 30 分開演
　　　・入	場　無料
■問い合わせ先　志布志市企画政策課　℡ 474-1111（内線 252）
※定員を超えますと入場できない場合がありますので予めご了承ください。
※未就学児は入場できません。（託児所を用意しますので、事前にお申し込みください。）

４月24日「志」記念講演会
（しぶしの日）

　私の志

さらなる一歩を踏み出そう！
（講演＆ピアノ弾き語り）

講師
立
たて き

木　早
さ え

絵　さん
　「夢・挑戦」をテーマに、24 時間テレビの様々なチャレンジでおなじみの立木早絵さんを講師に迎え、困
難を明るく前向きに生きる姿をお話ししていただきます。また、心に響くピアノの弾き語りも披露していた
だきます。

十両昇進おめでとう‼	千代鳳関十両昇進祝賀会開催
■日時　４月 21日（土）　開場：午後６時　開宴：午後６時 30分
　千代鳳関のサイン会・写真撮影会を祝賀会の中で行います。
■会場　志布志湾大黒リゾートホテル

	 ■会費　お一人様５，０００円
　　　※	会費のうち、1,000 円は九重親方・千代鳳関・付人の交通費及び

記念品代となります。
■申込方法　
　	後援会申込用紙をご記入の上、教育委員会または志布志市商工
会（本所・支所）へお申し込みください。

■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　℡４７２－１１１１
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市の人口　２月 29 日現在
人　口	 33,863 人	 	 （▲ 23）
男　性	 16,045 人	 	 （0）
女　性	 17,841 人	 	 （▲ 23）
転　入	 73 人	 　転　出	 　73 人
出　生	 28 人	 　死　亡	 　51 人
世帯数	 15,731 戸	 	 （▲ 4）

志布志港　平成 24 年１月分

　①入港隻数　52 隻（日本 0、外国 52）
　②輸出	 8 億 90 百万円
　③輸入	 121 億 80 百万円

資料　鹿児島税関支署



　　		今月の納税	 　納期限　５月１日（火）　口座振替日　４月 25 日（水）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 国民健康保険税（１期）
	 介護保険料（１期）	後期高齢者医療保険料（１期）

ストップ滞納

平成23年度	滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

「財産調査」について
　税務職員には、「滞納整理」を進める過程において、滞納者の納付能力の判定や滞納処分執行
のために、滞納者の財産の有無やその財産についての権利関係・換価価値・換価の難易度等を
調査できる権限が与えられています。（市町村や県は原則として「地方税法」という法律に基づ
き賦課や徴収をしていますが、徴収については、税務署と同じ「国税徴収法」と呼ばれる法律
の規定を準用する場合があります）
　今回は、「国税徴収法」の中から、滞納者の財産を検査、調査する２つの権限についてご紹介
します。
◆質問、検査の権限（国税徴収法第 141 条）
　滞納者や滞納者の財産を占有する第三者、滞納者に対して債権、債務がある者等に対し、質問や検
査をすることができます。
　例えば、会社員であれば「会社への給与調査」、法人や個人事業主等であれば「金融機関等の調査」
を行います。その他、検査（滞納者）の相手方の金銭出納帳や売掛帳、買掛帳、賃貸契約書、預金台帳、
売買契約書など、滞納者の債権債務関係や財産状況等を明らかにするために必要と認められる一切の
帳簿書類（電磁的な記録も含む）も調査することができます。
　なお、税務職員に対して答弁をしない、検査を拒否、忌避や妨害等をした場合、罰則の適用があります。
◆捜索の権限（国税徴収法第 142 条）
　滞納者の住居やその他の場所について捜索することができます。（憲法第 35 条に規定する「住居の
不可侵」の適用を除外されている極めて強力な権限です）
　捜索することができる物や場所については以下のとおりです。

物 滞納者や第三者が使用している金庫、貸金庫、たんす、書籍、かばん、戸棚や封筒など

場　所 滞納者や第三者が使用している住居、事務所、営業所、工場や倉庫等の建物や建物の敷地、船・
車の類で人が使用しているものも含まれます

　※	これらのことは、例外として「個人情報保護」の規定から除外されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「個人情報の保護に関する法律」第 16条第３項より）
　※		あくまでも納税意識の低い滞納者にのみ行う調査等であり、納税相談により納付誓約や分納をさ

れている人は除きます。
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固定資産税の縦覧及び閲覧制度について
縦覧制度
　縦覧制度は、納税義務者等が土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿により、市内の他の土地・家
屋の評価額を見ることで、自己の所有する土地・家屋の評価額が適正であるかを確認できる制度です。	
　所有する資産が土地のみの場合は土地の、家屋のみの場合は家屋の、両資産を所有する場合は土地・家屋の両
方の縦覧帳簿を縦覧することができます。

縦覧帳簿による縦覧

　縦覧期間 4 月２日（月）～５月 31日（木）まで（土・日曜・祝日等の閉庁日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

　縦覧場所 本庁税務課、志布志支所税務課、松山支所地域振興課
※内容についての詳細なお問い合わせは、本庁税務課固定資産税係までお願いします。

　手　数　料 　無　料

　縦覧できる方
･土地家屋を所有する納税義務者（免税点以下の人を除く）
・納税義務者と同居の親族
・納税管理人及び相続人代表者

　縦覧できる内容
土地 土地所在地番、課税地目、課税地積、評価額

家屋 家屋番号、所在地、用途、構造、床面積、評価額

　お持ちいただく物 運転免許証等の本人確認書類

閲覧制度
　閲覧制度は、納税義務者等が自己の資産について固定資産課税台帳に登録された内容を確認できる制度です。

固定資産課税台帳の閲覧

閲覧期間 通年（土・日曜・祝日等の閉庁日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

閲覧場所 本庁税務課、志布志支所税務課、松山支所地域振興課
※内容についての詳細なお問い合わせは、本庁税務課固定資産税係までお願いします。

手　数　料 １件 200 円（平成 24年４月２日（月）～５月 31日（木）までは無料）

閲覧できる方
納税義務者
納税義務者と同居の親族　
納税管理人及び相続人代表者　

閲
覧
で
き

る
内
容

所有する資産の課
税台帳を閲覧でき
ます。

必
要
な
も
の

運転免許証等の
本人確認書類

備　　　考
（１）平成 20年 6月２日より、閲覧する際に運転免許証等の本人確認書類が必要です。
（２）代理人の場合は、委任状と代理人本人の運転免許証等の本人確認書類が必要です。
（３）法人の場合は、代表者印を押印した申請書または委任状が必要です。

■問い合わせ先　本庁税務課　固定資産税係　　　℡ 474-1111 内線（内線 154・155・156）
　　　　　　　　松山支所地域振興課　税務係　　℡ 487-2111 内線（内線 222・223）
　　　　　　　　志布志支所税務課　税務係　　　℡ 472-1111 内線（内線 231・232・233）

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正な滞納処
分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。
◆年度別の差押件数について

年　度 差押を実施
した人数

内　訳
給　与 預貯金 不動産 動　産 債　権

H21 259 人 47 人 64 人 80 人 １人 67 人
H22 178 人 42 人 40 人 59 人 2人 35 人
H23

（H23.4 ～
H24.3末現在）

206 人 29 人 75 人 48 人 2人 52 人

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方につきましては、本庁・
各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。
　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、やむな
くあなたの財産（給料、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日
から起算して 10 日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押えなければならない」と定められ
ています。）
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ｉｏ

ｎ

～
暮
ら
し
～

詐
欺
被
害
に
ご
注
意
を
！

志
布
志
警
察
署
・
志
布
志
地
区
防

犯
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
市
内
の
60
歳
代
の
女
性
宅

に
、
鹿
児
島
市
保
健
課
の
職
員
を
名
乗

る
男
か
ら
、「
医
療
費
を
多
く
払
っ
て

い
た
の
で
、
払
い
戻
し
が
あ
る
。
Ａ
Ｔ

Ｍ
機
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
振
込

を
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
電
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、女
性
が
不
審
に
思
い
、

市
役
所
に
相
談
し
て
被
害
に
遭
わ
ず
に

す
ん
で
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
も
還
付
金
（
払

戻
金
）
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
公
的
機
関
や
官
公
署
職
員

が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を

聞
い
た
り
、
自
宅
へ
受
け
取
り
に
行
く

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
を

要
求
さ
れ
た
ら
「
詐
欺
」
を
疑
い
、
直

ち
に
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
と
喪
失
の
届

出
に
つ
い
て

　

職
場
の
社
会
保
険
等
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
を
含
む
。）
に
加
入
し
て
い

る
人
や
そ
の
扶
養
者
な
ど
を
除
い
て
、

す
べ
て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
退
職
等
で

社
会
保
険
等
を
喪
失
し
た
と
き
や
、
国

保
加
入
者
が
就
職
等
で
社
会
保
険
等
に

加
入
し
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
届
出
は
、
速
や
か
に
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
届
出
が
必
要
な
人
】

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

○�

退
職
し
て
社
会
保
険
等
を
喪
失
し
た
人

○�

家
族
が
社
会
保
険
等
の
扶
養
か
ら
外

れ
た
人

○�

社
会
保
険
等
の
任
意
継
続
が
切
れ
た
人

　

な
ど

　

加
入
の
届
出
に
必
要
な
も
の

　

・
社
会
保
険
等
の
資
格
喪
失
証
明
書

　

�（
任
意
継
続
だ
っ
た
人
は
、
任
意
継

続
被
保
険
者
資
格
喪
失
通
知
書
）

　

・
印
鑑

　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
（
失
業
中
の
人
の
み
）

■
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
場
合

○
職
場
の
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
た
人

○�

家
族
が
社
会
保
険
等
の
扶
養
に
加

わ
っ
た
人　

な
ど

　

喪
失
の
届
出
に
必
要
な
も
の

　

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

　

・�

社
会
保
険
等
の
資
格
取
得
証
明
書

ま
た
は
新
た
に
加
入
し
た
社
会
保

険
等
の
保
険
証

　

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
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１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
保
健
係
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１
１
１
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２
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）

●
松
山
支
所
市
民
課
保
健
係
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～
農
業
～

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ
る
当
選

人
が
決
ま
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
が
平
成
24
年
3
月
18
日
に
執
行
さ

れ
次
の
と
お
り
当
選
人
が
決
ま
り
ま
し

た
。
任
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

農
地
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談

は
、
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
松
山
選
挙
区

●
白
坂　

正
治　

●
隈
元　

健
二

●
山
下　

昭
一　

●
谷
口　

泉

●
大
迫　

一
郎　

●
福
岡　

裕
幸

■
志
布
志
選
挙
区

●
橋
口　

美
一　

●
長
岡　

耕
二

●
吉
野　

寅
三　

●
小
園　

義
行

●
前
迫　

重
郎　

■
有
明
選
挙
区

●
上
野　

紀
男　

●
樽
野　

利
秋

●
福
永　

幸
一　

●
原
田　

純
一

●
野
中　

順
一　

●
寳
永　

九

●
八
久
保
紘
鳳　

●
野
口　

昭
浩

●
萩
迫　

修
作　
　

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
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線
２
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「
志
布
志
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」

を
ご
活
用
下
さ
い

　

志
布
志
市
で
は
平
成
22
年
度
に
お
い

て
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
タ
ウ
ン
推
進
構
想
事

業
の
補
助
事
業
で
、
志
布
志
ア
グ
リ

ネ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

身
近
な
農
業
情
報
や
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ー
バ
ー
（
電
子
百
葉
箱
）
に
よ
る
、

市
内
３
ヶ
所
の
気
象
情
報
が
閲
覧
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
志
布
志
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト　

ド
メ
イ
ン

　
w
w
w
.shibushi-agri.net

　

※�
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
か
ら

も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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４
月
は
農
作
業
事
故

　
　
　

ゼ
ロ
運
動
月
間
で
す
！

　

鹿
児
島
県
内
の
農
作
業
死
亡
事
故

は
、
毎
年
約
16
件
（
過
去
５
年
平
均
）

発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
に
は
、
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

①
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
事
故
が
約
半
数

②	

農
道
で
の
転
落
・
転
倒
な
ど
、
道
路

上
で
の
事
故
が
約
半
数

③
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
体
の
70
％

　

４
月
か
ら
６
月
は
、
田
植
え
や
さ
つ

ま
い
も
の
定
植
な
ど
で
忙
し
い
時
期
な

の
で
、
特
に
農
作
業
中
に
お
け
る
事
故

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す｡

農
作

業
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

・	

ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際
は
、
必

ず
安
全
キ
ャ
ブ
や
安
全
フ
レ
ー
ム
を

装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
紐
付
き

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・	

ほ
場
へ
の
進
入
路
や
段
差
、
路
肩
で

は
、
機
械
の
転
落
・
転
倒
に
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・	

道
路
で
は
、
低
速
走
行
や
一
時
停
止

等
を
励
行
し
て
他
の
車
両
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・	

ほ
場
作
業
以
外
で
は
、
必
ず
左
右
の
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結
し
ま
し
ょ
う
。

・	

出
か
け
る
前
に
家
族
等
に
一
声
か
け
、

作
業
は
明
る
い
う
ち
に
複
数
の
人
数

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

く
れ
ぐ
れ
も「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
思
わ
ず
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
無
理

の
な
い
農
作
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

～
そ
の
他
～

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

「
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
及
び

展
望
台
」
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、「
株

式
会
社　

休
暇
村
サ
ー
ビ
ス
」
が
指
定

管
理
者
と
し
て
議
決
さ
れ
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
施
設
を
市
が

保
有
し
た
ま
ま
、
そ
の
管
理
運
営
を
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

名
称
も
「
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ

リ
」
の
ま
ま
で
、
利
用
方
法
も
従
来
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
期
間

　

�

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
港
湾
商
工
課
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（
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線
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松
く
い
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
松
く
い
虫
特
別
防
除

（
空
中
散
布
）
及
び
地
上
散
布
を
、
次

の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
日
時

１
、
特
別
防
除

　
（
空
中
散
布
）

　

�

予
定
日
時　

５
月
15
日
（
火
）

　

午
前
５
時
頃
か
ら
７
時
頃
ま
で

２
、
地
上
散
布

　

�

予
定
日
時　

５
月
17
日
（
木
）

　

午
前
５
時
30
分
頃
か
ら
８
時
ご
ろ
ま
で

■
散
布
区
域
及
び
面
積

●�

志
布
志
運
動
公
園

周
辺

　

�（�

稚
子
松
、
松
波
、

若
浜
）

●�

し
お
か
ぜ
公
園
か

ら
有
明
町
通
山
、

押
切
一
帯
の
松
林

　

特
別
防
除　

26
㏊

　

地
上
散
布　

６
㏊

　

散
布
の
際
に
被
害
が
発
生
し
な
い
よ

う
万
全
を
期
し
ま
す
が
、
安
全
か
つ
確

実
に
実
施
す
る
た
め
に
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
程
は
天
候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
行
政
放
送
告
知
端

末
、
ま
た
は
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
水
産
係
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０
、４
２
４
）

行
政
告
知
放
送
の
放
送
開
始
時
間
が

変
わ
り
ま
し
た

　

行
政
告
知
放
送
の
運
営
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
４
月
１
日
か
ら
放
送
時

間
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し

た
。

■
朝
の
放
送
時
間

　

旧　

午
前
６
時
55
分

　
　
　
　
　
　

→
午
前
６
時
45
分　

新

■
夜
の
放
送
時
間

　

旧　

午
後
６
時
55
分

　
　
　
　
　
　

→
午
後
６
時
45
分　

新

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

広
告
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■	基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、水道メーター（量水器）が取り付けてある
だけで基本料金が発生します。休止の手続きをされますと、
水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。
なお、休止されていた水道を再度利用される場合は、1,000
円で開始できます。

　
　
　

編
集
後
記

こ
の
広
報
紙
が
出
る
頃
に
は
す
で
に
散
っ
た
後
で

す
が
、
満
開
の
桜
を
見
る
と
、
漫
画
家
の
大
島
弓

子
さ
ん
が
こ
の
花
の
美
し
さ
妖
し
さ
を
、「
見
て

も
見
て
も
遠
い
」
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
▼
確
か
に
、
あ
の
淡
い
ピ
ン
ク
の
花

が
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
満
ち
て
い
る
様
を
見
上
げ

る
と
、そ
れ
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
よ
う
な
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
▼
ま
る
で
距

離
の
長
短
を
分
か
ら
な
く
さ
せ
る
よ
う
で
す
が
、

し
か
し
時
間
の
長
短
と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い

も
の
で
、
花
の
盛
り
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

来
年
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
る
も
の
で
す
。▼
一
方
、

広
報
担
当
者
は
と
い
う
と
、
締
切
は
目
を
そ
む
け

て
も
近
く
、
完
成
へ
の
道
の
り
は
先
が
見
え
な
い

ほ
ど
遠
い
な
ぁ
と
毎
月
溜
息
を
つ
き
な
が
ら
、
気

が
付
け
ば
も
う
桜
の
季
節
。
▼
遠
い
の
は
締
切
の

方
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
は
、
花
び
ら
の

よ
う
に
ハ
ラ
ハ
ラ
と
散
る
ば
か
り
で
す
。（
蔵
園
）

「見て・触れてみよう！しぶし志（こころざし）ネット」
を開催します！

　５月 15 日から６月 15 日は情報通信月間であることを
ご存知ですか？
　情報通信月間は、全国各地で開催される情報通信に関す
る様々な行事を通して、その利便性や今後の発展の可能性
などの理解を深めていただこうというものです。
　本市でも、「見て・触れてみよう！しぶし志（こころざし）
ネット」と題して、下記日程にて志布志市情報センターの
見学会や、高速インターネットのデモ展示などの楽しいイ
ベントを開催しますので、ご家族お揃いでぜひお立ち寄り
ください。
　※「しぶし志（こころざし）ネット」は、本市で整備さ
れた光ファイバーケーブル網の愛称です。
日程：平成 24 年 5 月 20 日（日）　午前１０時より午後５
時まで
場所：志布志市情報センター（サンポートしぶしアピア前）
●問い合わせ先　
　情報管理課地域情報係　℡ 474-1111（内線 322）

志布志駅開設 87周年記念写真展

　国鉄廃線前の志布志駅付近の写真を中心に展示します。
■期間　４月 24 日（火）～ 29 日（日）　10 時～ 17 時
　　　　（志布志の日）　	 ～（お釈迦まつり）
■場所　志布志駅前アピア１階
■主催　しぶしぽっぽ倶楽部
　　　　志布志町ＳＬ保存会
●問い合わせ先
　℡ 472-2651（担当：宮内）

第４回はも祭りについて	

■期日　５月 13 日（日）　10 時～ 14 時
■場所　志布志漁業協同組合
■内容　・地元飲食店によるハモ料理の競演
　　　　・入札体験　・鮮魚販売　・お楽しみ抽選会　等
　内容は変更になる場合があります。
●問い合わせ先　
　志布志漁業協同組合　℡ 472-1011

平成 24年度遊漁船業務主任者講習会が
開催されます

　遊漁船の営業に際しては、遊漁船業務主任者を選任する
ことが必須条件となっており、その資格を取得するために
は標記の講習を受講する必要があります。
　また、講習の終了証明書の有効期間は５年間となってお
り、既に営業されている事業者の方のうち、平成 24 年度
内に期間が満了する方は、再度の受講が必要となります。
　つきましては、次のとおり平成 24 年度の講習会が実施
されますので、受講を希望される方はそれぞれお申し込み
ください。
開催日時 募集定員 会　場　　

５ 月29日（火）
13:00 ～ 17:00 30 人

大島支庁４Ｆ中会議室
奄美市名瀬永田町17-3

８ 月22日（水）
13:00 ～ 17:00 30 人

県庁会議室
鹿児島市鴨池新町 10 番１号

11月 2 8 日（火）
13:00 ～ 17:00 30 人

県庁会議室
鹿児島市鴨池新町 10 番１号

	●申込・問い合わせ先　県庁　水産振興課　漁業監理係
　　　〒 890-8577　鹿児島市鴨池新町 10番 1号
　　　℡ 099-286-3439　Fax	099-286-5613

■松山地区　
４ 月 	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
５ 月 	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
５ 月 ３日	 半下石建設	 	 ℡ 487-8706
５ 月 ４日	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
５ 月 ５日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区	
４ 月 10 日～４月 16 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
４ 月 17 日～４月 23 日	 山本組	 ℡ 472-1101
４ 月 24 日～４月 30 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
５ 月 １日～５月 2日	 高吉組	 ℡ 472-0721
５ 月 ３日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
５ 月 ４日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
５ 月 ５日	 	 志布志水道	 ℡ 472-3540
５ 月 ６日～５月 7日	 高吉組	 ℡ 472-0721
５ 月 ８日～５月 14 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
５ 月 15 日～５月 21 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
■有明地区
４ 月 ８日～４月 14日	 山中水道	 ℡ 474-1440
４ 月 15 日～４月 21 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
４ 月 22 日～４月 28 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
４ 月 29 日～５月 3日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
５ 月 ４日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
５ 月 ５日	 	 山中水道	 ℡ 474-1440
５ 月 ６日～５月 12 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
５ 月 13 日～５月 19日	 山中水道	 ℡ 474-1440

水道修繕当番店

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

　市では、市営住宅の入居者募集を随時行ってい
ます。
●松山団地 190 号　　　３DK　公営住宅

3階建　家賃 16,300 円～（所得制限あり）
●松山団地 280 号　　　４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
●京ノ峯団地 591 号　　４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 35,000 円（所得制限あり）
●京ノ峯団地 594 号　　４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
■問い合わせ・申込先　
●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）
●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

イベント・募集

広告

広
告

４月
 ５月

15日  えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
22日　井手小児科（小児科） ℡473-3211
  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
29日  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
30日　松下医院（内科、外科） ℡472-1124

13日  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
14日  みやじクリニック（内、放、呼、胃） ℡471-5000
15日  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
16日　えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
13日　大山病院（内　科） ℡472-1400
  はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
20日  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  山口内科（内　科） ℡473-1188

４月・５月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

４月

５月

　

４
月
・
５
月
の
行
事
予
定

　

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　
　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

　

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　
　

４
月
19
日
、
５
月
１
日
、
13
日
、
25
日

　

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　
　

４
月
22
日
（
９
時
～
12
時
）

　

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　
　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

　

ぽ
っ
ぽ
市
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　
　

毎
月
第
１
日
曜
日
（
８
時
～
13
時
）

　

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　
　

火
曜
日
（
そ
ば
）・
日
曜
日
（
野
菜
等
販
売
）
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(日)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は43ページに掲載しています

(土)

(日)

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
ポリオ予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎予防接種(13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ)

日本脳炎予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁３階会議室要予約）※2

振替休日

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※1
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：00～12：00 やっちくふれあいセンター）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
消費生活巡回相談(10:00～15:00 老人福祉センター松山)
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※1
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　（13:00～13:30受付　健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 志布志健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
日本脳炎予防接種（13:00～13:30受付 松山やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）

日本脳炎予防接種(13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ)
日本脳炎予防接種（13:30～13:50受付有明改善センター）

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

お釈迦まつり　前夜祭（17㌻参照）

お釈迦まつり　本祭（17㌻参照）
昭和の日
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